
は
じ
め
に

本
稿
は
、
近
世
に
お
け
る
感
染
症
の
疱
瘡
（
天
然
痘
）
流
行
が
村
社
会
・
地
域

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
村
の
中
の
村
組
で
あ
る
迫
や
家
・
人
に
焦
点
を
あ
て
、

そ
の
実
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
対
象
と
す
る
の
は
近
世
後
期
、
文
化
年
間
を
中

心
と
し
た
幕
府
領
の
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
で
あ
る
。
文
化
年
間
は
、
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
に
天
草
崩
れ
、
同
五
年
オ
ロ
シ
ヤ
一
件
、
同
一
〇
年
に
島
原
藩
預

か
ら
長
崎
代
官
直
轄
支
配
へ
変
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
高
浜
村
は
、
庄
屋
を
上
田

家
が
世
襲
し
、
年
寄
・
百
姓
代
が
各
迫
か
ら
選
ば
れ
村
政
を
行
っ
て
お
り
、
対
象

と
す
る
史
料
群
は
上
田
家
文
書
で
あ
る（1）
。

近
世
の
疱
瘡
に
つ
い
て
は
、
香
西
豊
子
氏
が
近
年
、
種
痘
を
基
軸
に
疱
瘡
の
病

像
・
医
説
・
政
治
の
視
点
か
ら
総
体
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（2）
。
そ
の
な
か
で「
無

痘
地
」
の
一
つ
と
し
て
野
田
泉
光
院
・
村
井
琴
山
の
記
述
か
ら
、
天
草
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
そ
し
て
無
痘
地
の
習
俗
と
し
て
日
本
各
地
の
事
例
か
ら
「
遠
慮
」「
送

棄
て
」「
逃
散
」
の
三
類
型
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
別
、
特
に
九
州
地

域
の
種
痘
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
青
木
歳
幸
氏
に
よ
り
天
草
が
立
項

さ
れ
て
お
り
前
稿
の
内
容
を
一
部
紹
介
し
て
い
る（3）
。

さ
ら
に
近
世
日
本
の
疱
瘡
流
行
の
実
態
に
関
し
て
、
渡
辺
理
絵
氏
は
出
羽
国
中

津
川
郷
の
疱
瘡
伝
播
過
程
を
分
析
し
て
い
る（4）
。
中
津
川
郷
の
罹
患
者
の
大
半
は

一
〇
歳
以
下
で
あ
り
、
近
世
農
村
地
域
で
疱
瘡
流
行
の
周
期
性
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
た
。そ
し
て
、子
供
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
低
さ
か
ら
伝
播
速
度
は
緩
慢
で
あ
っ

た
と
す
る
。
ま
た
川
口
洋
氏
は
、武
蔵
国
多
摩
郡
に
お
け
る
牛
痘
種
痘
法
の
導
入
・

普
及
過
程
と
疱
瘡
に
よ
る
子
供
の
死
亡
数
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る（5）
。

多
摩
郡
で
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
牛
痘
種
痘
法
が
導
入
さ
れ
普
及
し
、

疱
瘡
に
よ
る
子
供
の
死
亡
数
が
急
速
に
減
少
し
た
と
指
摘
す
る
。

こ
れ
ま
で
天
草
の
疱
瘡
に
つ
い
て
、
二
つ
の
研
究
を
ま
と
め
て
き
た
が
、
本
稿

を
分
析
す
る
に
あ
た
り
そ
の
概
略
を
示
す
。
ま
ず
近
世
中
後
期
に
お
け
る
疱
瘡
対

策
に
焦
点
を
あ
て
、
種
痘
以
前
の
山
小
屋
や
他
国
養
生
の
変
遷
を
分
析
し
た（6）
。

近
世
の
天
草
で
は
、
疱
瘡
対
策
と
し
て
、
①
忌
み
嫌
う
意
識
を
形
成
す
る
こ
と
で
、

そ
の
侵
入
を
阻
止
。
②
疱
瘡
が
蔓
延
し
た
際
に
は
、
山
小
屋
や
他
国
養
生
で
病
人

を
隔
離
し
医
師
を
派
遣
、
村
内
、
郡
内
か
ら
食
糧
な
ど
の
支
援
を
得
た
。
③
一
九

世
紀
中
期
に
入
る
と
、
村
に
お
け
る
疱
瘡
関
係
の
費
用
負
担
が
問
題
と
な
り
、
天

保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
郡
内
で
近
代
の
病
院
的
発
想
の
請
込
養
生
が
構
想
。

一
村
だ
け
で
は
解
決
で
き
ず
郡
全
体
の
行
政
課
題
と
な
っ
た
。
④
し
か
し
嘉
永
二

年
（
一
八
四
九
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
牛
痘
に
よ
る
種
痘
が
到
来
、
種
痘
普
及
に

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
響

東
　
　
　
　
昇一

二
九

近
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期
天
草
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村
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け
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疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
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よ
り
主
要
な
対
策
で
あ
っ
た
村
で
の
山
小
屋
送
り
、
他
国
養
生
が
廃
止
と
な
り
、

自
宅
養
生
に
変
化
し
た
。

つ
ぎ
に
、
高
浜
村
の
文
化
四
・
五
年
の
疱
瘡
流
行
を
事
例
と
し
て
、
庄
屋
日
記

に
蓄
積
さ
れ
た
地
域
情
報
の
内
容
を
と
り
あ
げ
た（7）
。
情
報
収
集
の
視
点
か
ら
、

疱
瘡
流
行
で
は
文
書
よ
り
圧
倒
的
に
日
記
の
情
報
が
多
く
、
計
三
三
点
の
う
ち
日

記
に
写
さ
れ
た
文
書
二
七
件
、
現
存
文
書
は
六
点
で
あ
る
。
写
さ
れ
た
文
書
は
、

冨
岡
役
所
を
は
じ
め
大
江
大
庄
屋
宛
で
あ
り
、
高
浜
村
・
上
田
家
が
行
政
と
し
て

連
携
し
た
人
々
と
の
村
行
政
の
記
録
と
い
え
る
。
日
記
の
文
書
記
録
は
重
要
で
あ

り
、
単
体
の
文
書
の
み
で
は
、
疱
瘡
の
経
過
、
対
策
な
ど
村
の
行
政
の
動
き
は
と

ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
情
報
の
分
析
と
し
て
、
日
記
に
疱
瘡
死
者

数
と
薬
品
の
投
与
の
割
合
な
ど
具
体
的
な
数
字
を
掲
げ
た
上
で
、
死
者
割
合
は
低

く
効
果
が
あ
っ
た
と
す
る
。
綿
密
な
疱
瘡
対
策
を
実
施
し
日
記
に
記
録
し
た
こ
と

に
よ
り
、
高
浜
村
は
そ
の
後
も
疱
瘡
が
流
行
す
る
が
、
人
口
減
少
に
至
ら
な
か
っ

た
と
ま
と
め
た
。
そ
の
ほ
か
、
近
世
全
体
の
疱
瘡
流
行
、
隣
村
崎
津
村
の
疱
瘡
に

よ
る
人
口
減
少
な
ど
に
つ
い
て
は
、
村
山
聡
氏
と
と
も
に
分
析
し
て
い
る（8）
。

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
、
前
稿
で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
近
世
に
お

け
る
疱
瘡
流
行
が
社
会
に
与
え
た
影
響
と
実
態
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
に
す
る
。
こ

れ
ま
で
主
た
る
分
析
対
象
と
し
た
、
高
浜
村
の
文
化
四
・
五
年
の
疱
瘡
流
行
は
、

村
の
疱
瘡
対
策
や
人
口
増
加
な
ど
村
の
行
政
に
影
響
を
与
え
た
と
論
じ
た
。
し
か

し
、
村
の
中
の
村
組
で
あ
る
迫
や
、
そ
こ
に
暮
ら
す
個
別
の
家
や
人
に
対
す
る
影

響
は
分
析
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
迫
や
家
・
人
に
焦
点
を
あ
て
、

１
文
化
四
・
五
年
の
疱
瘡
流
行
期
に
作
成
さ
れ
た
資
料
を
精
査
し
、
迫
全
戸
の
状

況
や
難
儀
者
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
２
切
込
・
遠
慮
・
他
国
養
生
の
対
象
と
な
っ

た
家
や
人
、
支
援
物
資
の
提
供
者
、
文
化
六
・
七
年
疱
瘡
流
行
の
実
態
、
３
宗
門

改
帳
か
ら
み
た
疱
瘡
死
に
よ
る
家
・
家
族
へ
の
影
響
を
解
明
し
た
い
。

１

文
化
四
・
五
年
の
疱
瘡
流
行

１
―
１

疱
瘡
流
行
の
概
要
と
作
成
文
書

ま
ず
、
諏
訪
迫
が
発
端
で
あ
り
中
心
地
と
な
っ
た
、
文
化
四
・
五
年
の
疱
瘡
流

行
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。
村
の
村
組
で
あ
る
迫
（
通
・
組
）
は
幕
末
に
は

一
四
あ
り
、
今
回
対
象
と
す
る
諏
訪
は
、
村
の
中
心
で
あ
る
元
・
中
向
・
宮
ノ
前

か
ら
高
浜
川
を
隔
て
た
村
の
北
に
位
置
す
る（
図
１
）（9）
。
後
述
す
る
史
料
②
か
ら
、

全
戸
一
二
二
軒
・
五
四
〇
人
の
村
内
で
も
規
模
の
大
き
な
迫
で
あ
っ
た
。

文
化
四
年
一
二
月
一
二
日
、
諏
訪
迫
の
慶
助
が
一
一
月
二
八
日
疱
瘡
で
死
亡
、

関
係
者
二
〇
人
ほ
ど
が
罹
患
し
、
一
四
日
外
平
の
山
小
屋
へ
隔
離
し
た
。
一
六
日

病
人
は
六
一
人
と
な
り
医
師
宮
田
賢
毓
を
派
遣
し
治
療
に
あ
た
ら
せ
る
。
二
五
日

病
人
八
〇
人
、
看
病
人
一
二
〇
人
、
除
小
屋
（
感
染
疑
者
の
収
容
施
設
）
一
〇
一

人
、
医
者
・
賄
方
・
山
小
屋
見
ケ
〆
三
人
と
、
山
小
屋
に
は
計
三
三
〇
人
程
の
人

数
が
い
た
。
文
化
五
年
正
月
二
六
日
病
人
一
五
一
人
、
死
亡
六
一
人
（
実
数
六
三

人
）（
四
〇
％
）
で
あ
っ
た
が
一
旦
収
束
す
る
。

し
か
し
二
月
一
七
日
～
三
月
七
日
疱
瘡
が
再
発
（
第
二
波
）、
山
小
屋
一
五
人
、

死
亡
一
二
人
（
八
〇
％
）
と
な
る
。
四
月
七
～
二
五
日
疱
瘡
が
再
々
発
（
第
三

波
）、
船
に
て
他
国
養
生
一
七
人
、
死
四
人
（
二
四
％
）。
五
月
二
三
日
最
後
の
患

者
が
出
て
山
小
屋
閉
鎖
、
六
月
二
四
日
他
国
養
生
者
が
帰
国
、
疱
瘡
流
行
の
終
焉

と
な
る
。
発
端
と
な
る
慶
助
を
含
め
て
合
計
す
る
と
、
家
六
七
軒
、
病
人
一
八
四

人
、
死
八
一
人
（
四
四
％
）
の
被
害
と
な
っ
た
。
文
化
四
年
段
階
、
高
浜
村
の
家

一
三
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
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数
五
四
二
軒
、
人
口
三
三
七
〇
人
（
男
一
六
二
五
人
、
女
一
七
四
五
人
）、
一
軒

あ
た
り
六
・
二
二
人
で
あ
っ
た（10）
。
村
全
体
で
は
家
数
の
一
二
％
、
人
口
の
五
％
が

病
人
、
二
％
が
死
亡
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
疱
瘡
関
連
の
史
料
に
つ
い
て
、
前
稿
で
分
析
し
た
日
記
の
記
事
・
文
書

写
中
心
で
は
な
く
、
つ
ぎ
の
独
立
し
て
作
成
さ
れ
た
文
書
を
対
象
と
す
る（11）
。

①
「
諏
訪
通
疱
瘡
人
山
小
屋
入
并
除
小
屋
入
人
数
書
」
文
化
四
年

②
「
諏
訪
之
通
家
数
人
高
相
改
疱
瘡
病
人
仕
訳
帳
并
外
場
所
病
人
共
」
文
化

　
　

四
年
一
二
月
二
八
日

③
「
諏
訪
之
通
疱
瘡
相
煩
極
難
儀
者
」

④
「
諏
訪
之
通
疱
瘡
病
人
山
小
屋
入
并
除
小
屋
入
書
立
帳
」
文
化
五
年
正
月

　
　

二
六
日

⑤
「
疱
瘡
病
人
数
御
届
申
上
候
小
前
書
立
帳
」
文
化
五
年
五
月

こ
の
五
点
の
内
、
①
③
⑤
の
上
田
家
文
書
所
蔵
分
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
②
④

の
檜
垣
文
庫
所
蔵
分
も
元
は
同
じ
上
田
家
文
書
で
あ
り
統
合
し
て
分
析
を
行
う
。

文
書
は
作
成
順
に
並
べ
て
お
り
、
③
以
外
の
文
書
は
、
い
ず
れ
も
高
浜
村
庄
屋
か

ら
冨
岡
役
所
、
会
所
詰
大
庄
屋
な
ど
に
提
出
し
た
控
に
、
経
過
な
ど
を
追
記
し
た

も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
文
化
四
・
五
年

の
疱
瘡
流
行
の
特
徴
や
実
態
を
あ
き
ら
か
に
で
き
る
。
な
お
作
成
の
経
緯
、
過
程

な
ど
は
、
当
時
の
庄
屋
上
田
宜
珍
（
源
作
）
の
日
記
を
利
用
し
て
い
る（12）
。

１
―
２

感
染
拡
大
の
発
端
・
経
緯
と
初
動

最
初
に
ま
と
め
ら
れ
た
①
「
諏
訪
通
疱
瘡
人
山
小
屋
入
并
除
小
屋
入
人
数
書
」

は
、
ま
ず
「
家
頭
、
●
作
兵
衛
、
三
十
三
、
〆
壱
人
」
各
人
の
名
前
・
続
柄
・
年
齢
、

凡例：「諏訪 111」−迫名と家数：慶応 2年 3月「五人組合家別帳」（上田家文書 7-104）、その他は関連地名、図は「天草島高浜村海邉
地勢要図」( 檜垣文庫 12-8-1) を参考に作成

図 1　高浜村迫図
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家
別
の
人
数
、
死
亡
者
に
は
●
が
記
さ
れ
る
。
各
家
の
順
番
は
文
化
四
年
の
宗
門

改
帳
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る（13）
。
続
い
て
患
者
数
な
ど
の
合
計
内
訳
と
し
て
、
疱
瘡

病
人
が
三
六
軒
、
八
〇
人
、
看
病
人
一
二
〇
人
、
死
者
一
六
人
、
残
六
四
人
が
山

小
屋
で
養
生
し
、
他
一
〇
一
人
と
記
す
。
死
者
の
内
六
人
は
「
至
而
重
症
ニ
而
山

入
不
仕
候
内
相
果
候
罷
在
候
分
」、
一
〇
人
は
「
山
小
屋
ニ
て
養
生
不
相
叶
昨
廿

四
日
迄
相
果
候
分
」
と
山
入
の
前
後
で
区
分
し
て
い
る
。
ま
た
他
一
〇
一
人
は
除

小
屋
入
の
「
疱
瘡
煩
出
候
家
内
未
煩
付
不
申
候
分
」
と
濃
厚
接
触
の
可
能
性
の
高

い
病
人
の
家
族
で
あ
る
。
除
小
屋
の
者
は
発
病
す
る
と
山
小
屋
へ
移
さ
れ
た
。

こ
の
文
書
は
、
表
紙
に
「
夘
十
二
月
十
四
日
ゟ
山
入
、
同
廿
三
日
迄
改
」
と
あ

る
よ
う
に
、
一
二
月
一
四
日
～
二
三
日
の
情
報
を
ま
と
め
て
い
る
。
一
二
月
二
五

日
日
記
に
も
、
ほ
ぼ
同
文
が
写
さ
れ
て
お
り
、「
一
明
日
冨
岡
江
作
七
并
武
助
罷

出
候
ニ
付
、
諏
訪
疱
瘡
一
件
是
迄
之
成
行
御
届
申
上
候
積
リ
相
改
候
処
、
左
之
通
」

「
右
之
通
帳
面
ニ
書
立
持
参
候
、
右
之
通
大
江
ヘ
も
又
々
相
達
候
」
と
あ
り
、
こ

の
文
書
は
冨
岡
へ
届
け
出
た
帳
面
で
あ
っ
た
。
日
記
に
は
、
合
計
の
後
に
「
惣
〆

三
百
壱
人
、外
ニ
医
師
壱
人
并
賄
方
壱
人
山
小
屋
見
ケ
〆
壱
人
、合
三
百
四
人
」と
、

医
師
な
ど
関
係
者
も
記
さ
れ
る
。

こ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
疱
瘡
拡
大
と
対
策
の
「
成
行
」、
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。

内
容
は
、
諏
訪
之
通
の
百
姓
か
ら
疱
瘡
が
発
生
し
、
海
辺
の
外
平
と
い
う
以
前
か

ら
山
入
し
て
い
る
場
所
に
山
小
屋
を
建
て
た
。
今
回
、
大
勢
一
同
に
煩
い
重
傷
者

も
多
い
の
で
、
当
村
の
医
者
宮
田
賢
毓
に
治
療
を
依
頼
し
た
。
い
ず
れ
も
貧
家
な

の
で
、
薬
を
与
え
救
済
す
る
よ
う
に
看
病
人
へ
伝
え
養
生
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
山

小
屋
見
ケ
〆
を
派
遣
し
諸
事
手
抜
か
り
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
、
と
あ
る
。

続
い
て
一
つ
書
き
で
、
①
当
時
山
小
屋
に
い
た
病
人
等
三
〇
〇
人
の
糧
米
・
薪

の
持
運
人
足
三
〇
人
が
お
り
、
毎
日
山
通
い
し
て
い
る
。
こ
の
人
足
は
帰
り
に
村

の
白
洲
の
外
海
、
東
シ
ナ
海
側
で
身
を
清
め
、
一
夜
宮
籠
し
て
村
へ
帰
る
が
、
寒

中
な
の
で
疲
労
が
激
し
い
。
患
者
が
増
加
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
人
足
を
近
村
へ

依
頼
し
た
い
。
②
人
数
分
の
糧
米
・
薪
入
用
は
患
者
の
親
類
に
申
し
付
け
た
が
、

極
難
儀
者
の
分
は
村
方
よ
り
手
当
し
て
い
る
。
ま
た
諏
訪
中
は
村
方
と
の
出
入
り

が
禁
じ
ら
れ
、
貧
家
の
糧
米
・
薪
が
不
足
し
て
お
り
同
じ
く
村
方
が
手
当
し
て
い

る
。
③
高
浜
村
の
社
人
家
内
が
疱
瘡
と
な
り
山
小
屋
入
し
た
の
で
、
大
江
村
社
人

播
磨
に
一
六
日
～
二
一
日
祈
祷
を
依
頼
し
た
。
④
村
の
庵
で
も
一
七
日
理
趣
文
経

を
転
読
し
た
。
⑤
一
九
日
冨
岡
の
明
星
院
が
来
村
し
疱
瘡
退
散
祈
祷
の
申
し
出
が

あ
っ
た
の
で
依
頼
し
た
、
と
あ
る
。
疱
瘡
病
人
の
支
援
、
貧
者
支
援
、
宗
教
に
よ

る
対
策
な
ど
現
状
を
説
明
し
て
い
る
。
最
後
に
「
除
小
屋
入
之
分
」
で
は
、「
五

左
衛
門
家
内
三
人
」
と
、除
小
屋
へ
移
っ
た
一
八
家
各
家
の
人
数
が
列
記
さ
れ
る
。

１
―
３

諏
訪
迫
全
戸
調
査
と
付
添
者

②
「
諏
訪
之
通
家
数
人
高
相
改
疱
瘡
病
人
仕
訳
帳
并
外
場
所
病
人
共
」
は
、
諏

訪
全
体
お
よ
び
諏
訪
以
外
の
病
人
に
関
し
て
、
家
別
の
人
数
を
集
計
報
告
し
て
い

る
。
こ
の
文
書
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
各
家
別
の
家
頭
名
、
男
女
・
家
内
人
数
、

疱
瘡
病
人
・
除
小
屋
入
の
人
数
が
記
さ
れ
る
。

　
　

一
家
内
弐
人
内
男
壱
人

家
頭

　
　
　
　
　
　
　
　

女
壱
人　
　

弁
作

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

一
同

九
人
内
男
四
人

同

一
三
二
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女
五
人　
　

作
兵
衛

　
　
　

内
疱
瘡
病
人
壱
人

　
　
　
　

除
小
屋
入
五
人

　
　
　

〆
三
人
出
違
無
難

最
初
の
弁
作
家
は
疱
瘡
病
人
は
お
ら
ず
、
つ
ぎ
の
作
兵
衛
家
は
九
人
の
内
、
疱

瘡
病
人
は
一
人
、
感
染
の
疑
い
の
あ
る
除
小
屋
入
は
五
人
、
残
り
の
三
人
は
当
時

家
か
ら
出
て
お
り
感
染
の
疑
い
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
発
端
と
な
っ
た
慶

助
家
で
は
、「
此
家
頭
慶
助
最
初
何
病
共
不
相
分
相
果
候
処
、
病
中
并
葬
式
ニ
立

寄
候
者
大
勢
一
同
ニ
疱
瘡
煩
付
候
事
ニ
御
座
候
」
と
、
最
初
の
経
緯
が
記
さ
れ
て

い
る
。
家
の
区
分
は
、
３
―
１
で
後
述
す
る
が
宗
門
改
帳
は
家
頭
別
の
把
握
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
家
頭
と
別
宅
人
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
感
染
症
の
疱
瘡
を
把
握
す

る
た
め
、
よ
り
小
さ
な
単
位
と
い
え
る
別
宅
人
ま
で
把
握
し
た
。

諏
訪
で
ま
ず
小
計
さ
れ
、
全
戸
一
二
二
軒
・
五
四
〇
人
、
内
疱
瘡
病
人
七
五
人
、

除
小
屋
入
九
八
人
と
な
る
。
続
い
て
西
平
、
浜
、
松
下
迫
は
病
人
の
い
る
家
の
み

五
軒
・
二
七
人
（
病
人
五
人
、
除
小
屋
入
二
〇
人
）
で
あ
る
。
松
下
伊
勢
蔵
家
三

人
の
内
病
者
は
一
人
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
重
内
宅
と
い
う
別
の
家
で
感
染
し

た
の
で
、
家
内
の
者
は
「
無
難
」
と
い
う
判
断
の
結
果
で
あ
る
。
除
小
屋
入
は
病

人
の
家
族
な
ら
ば
す
べ
て
該
当
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
接
触
し
て
い
る
か
ど

う
か
確
認
し
た
上
で
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

疱
瘡
病
人
は
総
計
三
六
軒
・
八
〇
人
と
あ
り
、
こ
の
人
数
は
一
昨
日
提
出
し
た

「
小
前
帳
面
」
＝
①
「
諏
訪
通
疱
瘡
人
山
小
屋
入
并
除
小
屋
入
人
数
書
」
の
通
り

で
あ
る
が
、
死
者
は
一
六
人
か
ら
三
人
増
加
し
た
と
注
記
す
る
。
同
じ
く
除
小
屋

入
は
一
一
八
人
と
一
七
人
増
加
し
た
。
そ
の
後
、
二
五
日
に
除
小
屋
入
四
人
が
疱

瘡
発
症
の
た
め
山
小
屋
へ
、
二
七
日
諏
訪
か
ら
二
人
病
人
が
出
て
山
小
屋
入
し
た

の
で
病
人
は
計
八
六
人
に
な
っ
た
追
記
し
て
い
る
。

総
計
の
後
に
「
猶
又
相
替
儀
者
其
時
々
御
届
可
申
上
候
」
と
、
刻
々
と
変
化
す

る
疱
瘡
流
行
に
対
応
し
て
随
時
連
絡
す
る
と
し
、
こ
の
文
書
は
一
二
月
二
八
日
付

で
上
田
源
作
か
ら
代
官
渡
部
良
介
、
小
川
仁
兵
衛
両
名
に
宛
て
た
届
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
史
料
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
二
七
日
の
日
記
に
、「
一
明
日
冨

岡
江
以
飛
脚
御
届
出
申
上
候
筈
、
諏
訪
之
通
家
数
人
高
相
改
疱
瘡
病
人
仕
訳
帳
一

冊
并
外
場
所
病
人
共
」、
会
所
詰
大
庄
屋
宛
「
覚
」
に
は
「
一
御
代
官
様
江
差
上

候
帳
面

壱
通
」
と
あ
り
、
代
官
へ
上
申
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

最
後
に
二
九
日
医
師
宮
田
氏
か
ら
の
連
絡
と
し
て
、
二
五
～
二
七
日
の
除
小
屋

で
疱
瘡
を
発
症
し
山
小
屋
へ
移
っ
た
者
一
〇
人
の
名
前
を
列
記
し
、
つ
ぎ
の
付
添

者
の
記
録
が
続
く
。

　
　

一
子
病
付
候
而
生
身
之
母
背
負
来
、
母
病
付
候
而
生
身
之
子
付
添
来
候
も
の

　
　
　

拾
七
人

　
　
　

万
作

む
め

福
松

市
太

乙
松

辰

半

た
つ

き
く

よ
ね

　
　
　

む
め

た
め

善
次
郎

と
め

た
ゐ

幸
十
妻

こ
め

　
　
　

右
ノ
内
む
め
・
た
め
両
人
廿
七
日
ゟ
病
付

こ
れ
は
疱
瘡
の
子
供
を
背
負
っ
て
き
た
母
親
、
疱
瘡
の
母
親
に
付
き
添
っ
た
子

供
の
名
簿
で
、
そ
の
内
二
人
が
二
七
日
か
ら
疱
瘡
に
罹
患
し
た
と
い
う
報
告
で
あ

る
。
名
前
の
内
、
二
文
字
以
上
の
漢
字
名
を
男
と
す
る
と
残
り
一
二
人
は
女
性
と

一
三
三

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
響



な
り
、
付
添
者
の
傾
向
が
判
明
す
る
。

こ
の
史
料
の
内
、
後
半
の
疱
瘡
病
人
数
以
降
の
情
報
は
、
一
二
月
二
九
日
の
宜

珍
か
ら
大
庄
屋
へ
の
報
告
を
写
し
た
日
記
に
記
さ
れ
る
。特
に
付
添
者
の
部
分
は
、

「
一
除
小
屋
ゟ
子
病
付
候
而
生
身
之
母
背
負
来
、
母
病
付
候
而
生
身
之
乳
呑
子
付

添
来
も
の
、
当
廿
五
日
ゟ
同
廿
七
日
迄
山
小
屋
ヘ
参
候
も
の
拾
七
人
有
之
候
由
、

右
之
内
両
人
廿
七
日
病
付
候
由
」
と
あ
り
詳
し
い
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の

病
人
へ
の
付
添
の
実
態
は
、
一
二
月
二
五
日
か
ら
二
七
日
の
三
日
間
、
除
小
屋
か

ら
山
小
屋
へ
、
合
計
一
七
人
中
、
二
人
が
二
七
日
に
疱
瘡
に
罹
患
し
た
と
あ
る
。

報
告
の
最
後
に
は
「
此
人
数
定
而
不
残
相
煩
可
申
左
候
得
者
疱
瘡
病
人
百
拾
三
人

ニ
相
成
申
候
、
扨
々
大
造
之
儀
ニ
相
成
甚
心
配
仕
申
候
、
御
察
可
被
下
候
、
何
卆

相
治
リ
候
得
か
し
と
夫
而
巳
祈
罷
在
申
候
」
と
記
す
。
付
添
者
の
疱
瘡
未
罹
患
者

も
合
わ
せ
て
す
べ
て
合
計
す
る
と
一
一
三
人
と
な
り
、
大
人
数
で
心
配
で
あ
り
、

流
行
が
収
ま
る
よ
う
祈
る
の
み
と
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
付
添
者
は
看
病
人
と

同
じ
く
疱
瘡
既
罹
患
者
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
急
激
な
感
染
者
の
増
加
に
、「
施

薬
ニ
仕
、
賢
毓
差
遣
申
候
、
其
外
養
生
方
山
小
屋
壁
や
ね
一
切
為
見
ケ
〆
壱
人
差

越
」
し
て
、即
座
に
対
応
し
て
き
た
宜
珍
も
苦
労
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

１
―
４

第
一
波
の
状
況

③
「
諏
訪
之
通
疱
瘡
病
人
山
小
屋
入
并
除
小
屋
入
書
立
帳
」
は
、
一
二
月
一
四

日
か
ら
正
月
二
六
日
ま
で
の
集
計
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
疱
瘡
病
人
、
死
者
の

家
別
に
区
分
さ
れ
、
各
人
の
名
前
・
続
柄
・
年
齢
、
山
入
と
死
亡
月
日
、
死
亡
者

に
は
●
が
記
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
頭

　
　

夘
十
二
月
十
四
日
山
入

●
作
兵
衛

　
　
　

同
月
十
八
日
相
果　
　
　

去
夘
三
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
除
小
屋
五
人

ま
ず
諏
訪
で
合
計
さ
れ
、
四
二
軒
、
病
人
一
三
八
人
（
男
五
九
、
女
七
九
人
）、

内
五
七
人
（
男
二
二
、
女
三
五
人
）
死
亡
、
除
小
屋
一
〇
六
人
と
あ
る
。
つ
ぎ
に

諏
訪
以
外
の
濱
・
西
平
迫
の
病
人
が
列
記
さ
れ
、
小
計
の
後
、
総
計
五
一
軒
、
病

人
一
五
一
人
（
男
六
四
、女
八
七
人
）、内
六
一
人
（
男
二
四
、女
三
七
人
）
死
亡
、

残
九
〇
人
（
男
四
〇
、
女
五
〇
人
）、
除
小
屋
一
二
九
人
と
あ
る
。

そ
の
後
、
別
筆
に
て
二
月
一
二
日
付
、
宜
珍
か
ら
冨
岡
役
所
宛
「
以
書
付
御
届

申
上
御
事
」
が
写
さ
れ
て
い
る
。
病
人
数
な
ど
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、四
人
が
「
初

熱
之
内
家
内
ニ
而
相
果
候
分
」、
一
四
六
人
が
「
山
小
屋
ニ
而
養
生
」、
他
に
一
人

が
「
二
月
二
日
煩
付
山
小
屋
遣
候
処
、
至
而
浅
症
ニ
而
全
快
仕
候
」、
五
七
人
が

死
亡
し
、九
〇
人
が
助
命
と
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
収
束
の
経
緯
が
記
さ
れ
、

山
小
屋
派
遣
の
医
師
宮
田
も
出
身
地
の
肥
後
国
宇
土
郡
硴
江
村
へ
帰
り
、
残
り
の

病
人
や
除
小
屋
の
無
難
者
は
経
過
観
察
日
数
を
経
て
村
へ
帰
し
て
い
る
と
報
告
し

た
。
同
日
の
日
記
に
も
同
文
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、最
初
の
疱
瘡
病
人
部
分
に「
去

卯
十
二
月
十
四
日
ゟ
当
正
月
十
九
日
迄
相
煩
候
分
」
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
日
記

に
は
同
時
に
提
出
さ
れ
た
村
内
か
ら
の
疱
瘡
難
渋
者
ヘ
助
合
（
支
援
）
物
資
の
一

覧
も
あ
り
、「
右
届
書
弐
通
、
替
リ
人
足
ゟ
遣
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
二

通
の
ま
と
ま
り
で
あ
っ
た
。
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そ
し
て
二
月
に
入
っ
て
山
入
し
た
諏
訪
の
九
人
の
名
前
・
続
柄
・
年
齢
が
列
記

さ
れ
る
。
続
い
て
他
村
、
村
内
か
ら
の
支
援
物
資
の
一
覧
四
四
件
が
あ
り
、
七

月
九
日
に
冨
岡
に
提
出
し
た
「
諏
訪
疱
瘡
一
件
救
方
届
書
」（
文
書
名
「
以
書
付

御
届
申
上
候
事
」）
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
五
月
に
村
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
丁
銭

百
四
貫
五
百
文
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
記
と
同
時
期
に
追
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
最
後
に
疱
瘡
に
よ
る
生
活
困
難
者
の
一
覧
と
思
わ
れ
る
難
儀
者
二
七
人
へ
の

物
資
の
配
分
が
あ
り
、「
一
麦
壱
斗
五
升
、
一
銭
弐
百
五
拾
匁

兵
吉
」
と
各
人

別
に
麦
や
銭
、
塩
、
籾
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。

１
―
５

難
儀
者
の
把
握
と
救

村
内
外
か
ら
の
支
援
物
資
は
、
一
二
月
二
七
日
の
籾
七
俵
、
大
島
の
小
山
和
源

次
が
最
初
で
あ
り
、
疱
瘡
病
人
の
内
、
極
難
儀
者
へ
の
助
合
と
し
て
送
ら
れ
た
。

正
月
二
日
に
記
さ
れ
た
、
一
二
月
晦
日
作
成
の
冨
岡
役
所
へ
の
届
（
崎
津
魯
道
和

尚
他
）
に
も
、
諏
訪
の
疱
瘡
難
渋
者
へ
助
合
と
あ
る
。
四
日
に
は
、
諏
訪
は
今
回

迫
全
体
が
切
込
と
な
り
難
儀
者
が
よ
り
困
窮
化
し
、
近
隣
の
迫
で
あ
る
善
角
・
元

向
中
よ
り
家
毎
に
唐
芋
五
升
づ
つ
集
め
、
そ
れ
を
八
幡
土
手
の
番
屋
か
ら
諏
訪
へ

渡
す
よ
う
に
申
し
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
支
援
物
資
は
、
正
月
九
日
疱
瘡
病
人

の
親
類
達
を
会
所
ヘ
呼
び
寄
せ
配
当
案
が
伝
え
ら
れ
た
。
味
噌
は
近
々
山
小
屋
ヘ

送
る
、
籾
・
麦
は
追
っ
て
極
難
儀
者
へ
配
分
す
る
と
申
し
聞
か
せ
た
。

こ
の
極
難
儀
者
は
、
④
「
諏
訪
之
通
疱
瘡
相
煩
極
難
儀
者
」
で
は
、
熊
之
助
か

ら
傳
三
郎
ま
で
二
〇
人
の
名
前
が
列
記
さ
れ
る
。な
か
で
も
、熊
之
助
・
与
作（
三
五

郎
事
）・
市
五
郞
・
虎
松
の
四
人
に
は
、
籾
・
米
の
配
分
が
あ
る
。
こ
の
四
人
は
、

与
作
…
二
月
一
七
日
山
入
、
熊
之
助
・
市
五
郞
…
二
月
二
〇
日
、
虎
松
…
三
月
七

日
と
二
月
以
降
の
第
二
波
の
感
染
者
で
あ
る
。
ま
た
只
蔵
・
太
郎
作
・
傳
助
・
宅
蔵
・

伊
与
吉
・
佐
助
の
六
人
に
は
「
跡
」
と
つ
け
ら
れ
、
安
五
郎
は
女
房
と
あ
り
、
家

頭
が
死
亡
し
残
さ
れ
た
家
族
と
考
え
ら
れ
る
。
③
「
諏
訪
之
通
疱
瘡
病
人
山
小
屋

入
并
除
小
屋
入
書
立
帳
」
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
死
亡
月
日
を
み
て
い
く
と
、
只

蔵
…
正
月
二
三
日
・
太
郎
作
…
正
月
二
日
・
傳
助
…
正
月
八
日
・
伊
与
吉
…
正
月

二
一
日
・
安
五
郎
…
正
月
二
三
日
と
な
り
、
こ
の
記
録
が
作
成
さ
れ
た
の
は
正
月

後
半
以
降
だ
と
わ
か
る
。

宅
蔵
は
不
明
で
あ
る
が
、
佐
助
は
日
記
の
記
述
か
ら
、
諏
訪
で
は
な
く
内
野
迫

の
佐
助
と
考
え
ら
れ
る
。
三
月
七
日「
内
野
寺
宇
土
左
助
後
家
忰
亀
吉
疱
瘡
山
入
」

と
あ
り
、
佐
助
の
後
家
の
忰
亀
吉
が
疱
瘡
に
な
り
、
山
小
屋
入
し
て
い
る
。
翌
八

日
の
記
事
に
よ
る
と
、
大
河
内
迫
の
七
平
は
、
母
（
後
家
）
に
連
れ
ら
れ
た
亀
吉

の
病
直
し
と
思
わ
れ
る
ま
じ
な
い
を
依
頼
さ
れ
た
。
亀
吉
の
疱
瘡
が
判
明
し
た
た

め
、
大
河
内
の
迫
中
は
七
平
に
対
し
て
除
小
屋
入
を
申
し
付
け
た
が
、
七
平
の
親

類
中
は
切
込
に
し
た
い
と
会
所
へ
申
し
出
た
。
し
か
し
迫
中
か
ら
除
小
屋
入
と
指

示
さ
れ
た
の
で
、
従
う
よ
う
申
し
付
け
た
と
あ
る
。
疱
瘡
流
行
が
収
ま
っ
た
時
期

で
、
特
に
感
染
者
の
出
て
い
な
い
迫
で
あ
っ
た
た
め
、
切
込
よ
り
厳
し
い
措
置
と

な
っ
た
。四
月
六
日
除
小
屋
に
い
た
佐
助
後
家
が
疱
瘡
と
な
り
山
小
屋
ヘ
移
し
た
。

そ
し
て
五
月
二
三
日
に
は
、佐
助
家
内
の
疱
瘡
快
気
の
者
が
日
数
七
七
日
目
で「
山

出
シ
」
と
な
り
、
外
平
の
山
小
屋
か
ら
全
員
山
を
出
た
た
め
「
山
祓
イ
」
と
し
て

養
吉
他
を
派
遣
し
た
と
あ
る
。
七
七
日
目
と
は
、
三
月
七
日
の
亀
吉
の
疱
瘡
山
入

を
起
点
に
し
て
お
り
、
佐
助
家
が
文
化
四
年
疱
瘡
流
行
の
最
終
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
文
書
は
疱
瘡
に
罹
患
し
た
難
渋
者
の
記
録
で
あ
り
、
作
成
さ
れ
た

の
は
最
後
に
罹
患
し
た
左
助
後
家
亀
吉
の
三
月
七
日
山
入
以
降
と
推
定
で
き
る
。

一
三
五

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
響



１
―
６

第
二
波
、
第
三
波
の
状
況

最
後
の
⑤
「
疱
瘡
病
人
数
御
届
申
上
候
小
前
書
立
帳
」
は
「
但
二
月
一
七
日
ゟ

三
月
七
日
迄
山
小
屋
遣
候
分
、
四
月
四
日
ゟ
同
廿
五
日
迄
他
国
江
差
遣
分
」
と
あ

る
よ
う
に
、
第
二
波
の
二
月
、
第
三
波
の
四
月
の
疱
瘡
病
人
を
書
き
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。
二
月
分
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
病
人
の
家
別
に
区
分
さ
れ
、
各
人
の
名
前
・

続
柄
・
年
齢
、
山
入
月
日
、
快
気
（
回
復
）
と
相
果
（
死
亡
）
の
別
、
死
亡
者
に

は
●
、
家
別
の
合
計
人
数
が
記
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
頭

　
　

二
月
一
七
日
山
入
快
気

三
五
郎

廿
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
五
郎
母

　
　

右
同
断
快
気　
　
　
　
　

さ
ん　
　

六
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
女
房

　
　

右
同
断
相
果　
　
　
　

●
た
つ　
　

廿
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
忰

　
　

右
同
断
相
果　
　
　
　

●
甚
次
郎

三
ツ　
　

　
　
　
　
　
　

〆
四
人

二
月
分
で
合
計
さ
れ
、六
軒
、病
人
一
五
人
（
男
八
、女
七
人
）、内
一
二
人
（
男

六
、
女
六
人
）
死
失
、
残
三
人
快
気
助
命
、
除
小
屋
一
〇
人
と
あ
る
。

続
い
て
四
月
分
の
「
他
国
へ
養
生
ニ
遣
候
分
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
病
人
の
家

別
に
区
分
さ
れ
、
各
人
の
迫
・
名
前
・
続
柄
・
年
齢
、
他
国
養
生
出
発
月
日
、
加

勢
銭
、
除
船
・
看
病
人
数
、
死
亡
者
に
は
●
、
家
別
の
合
計
人
数
が
記
さ
れ
る
。

除
船
と
は
除
小
屋
と
同
じ
く
、
感
染
の
疑
い
の
あ
る
家
族
を
船
に
隔
離
す
る
措
置

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪
久
平
娘

　
　

加
勢
銭
七
百
目　
　

ゆ
り
八
ツ

　
　
　

四
月
四
日
煩
付
船
ゟ
他
国
へ
養
生
ニ
差
遣
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
壱
人

　
　
　
　

外
ニ
五
人
内
男
三
人
除
船
ゟ
遣

弐
人
内
男
壱
人
看
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
二
人　
　
　
　
　
　
　
　

女
壱
人

四
月
分
で
合
計
し
、
一
一
軒
、
病
人
一
七
人
（
男
七
、
女
一
〇
人
）、
看
病
人

二
一
人
、
除
船
ゟ
遣
一
七
人
と
あ
る
。
こ
の
上
に
貼
紙
が
あ
り
、
病
人
の
内
五
人

（
男
一
、
女
四
人
）
死
失
、
残
一
二
人
助
命
が
追
記
さ
れ
、
閏
六
月
五
日
と
あ
る
。

日
記
の
閏
六
月
四
日
に
は
冨
岡
に
送
付
し
た
「
疱
瘡
病
人
他
国
ヘ
養
生
ニ
差
遣
候

分
、
死
生
仕
訳
帳

一
冊
」
が
記
さ
れ
て
お
り
⑤
は
そ
の
控
で
あ
る
。
死
亡
の
記

録
の
あ
る
文
書
①
③
⑤
は
「
死
生
仕
訳
」
と
記
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の

日
、
同
時
に
「
御
見
取
畑
反
別
小
前
帳

一
冊
、
疱
瘡
一
件
訳
書
付

一
袋
」
を

送
っ
て
い
る
。

最
後
に
「
覚
」
と
し
て
、
三
月
一
八
日
隣
村
小
田
床
村
か
ら
米
一
俵
、
同
村
庄

屋
伊
野
又
七
郎
か
ら
籾
一
俵
、
高
浜
村
の
丁
銭
百
四
貫
五
百
文
が
記
さ
れ
る
。
同

日
の
日
記
に
「
一
小
田
床
伊
野
又
七
郎
殿
ゟ
、
先
達
而
拙
者
義
、
結
構
蒙
仰
候
御

祝
儀
ニ
、
御
樽
肴
扇
子
御
送
被
遣
候
、
一
籾
壱
俵
并
小
田
床
村
ゟ
米
壱
俵
当
村
疱

瘡
難
渋
之
者
共
ヘ
、
為
助
合
被
遣
候
ニ
付
直
ニ
会
所
ヘ
相
渡
、
夫
々
礼
状
遣
ス
」

一
三
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
三
号



と
あ
る
。
小
田
床
村
か
ら
の
助
合
物
資
で
あ
り
、
会
所
へ
送
付
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
丁
銭
は
、
四
月
分
の
他
国
養
生
者
へ
の
支
援
金
で
あ
る
。

以
上
の
記
述
は
、
五
月
一
九
日
日
記
に
み
え
る
「
一
疱
瘡
一
件
、
左
之
通
御
届

書
上
ル
」
の
「
以
書
付
御
届
申
上
御
事
」
一
点
、「
御
届
申
上
御
事
」
二
点
の
文

書
写
し
と
一
致
す
る
。「
以
書
付
御
届
申
上
御
事
」
は
、
先
述
の
二
月
、
四
月
分

の
合
計
人
数
を
記
し
た
上
で
、
次
の
疱
瘡
一
件
全
体
の
総
括
的
な
内
容
を
記
す
。

右
者
段
々
御
届
申
上
候
通
、
当
村
諏
訪
之
通
ニ
去
冬
ゟ
当
正
月
中
句
迄
疱
瘡

病
人
大
勢
出
来
、
於
山
小
屋
養
生
仕
候
ニ
付
、
医
師
宮
田
賢
育
差
遣
置
二
月

上
旬
迄
療
治
方
相
済
、
跡
病
人
も
無
御
座
候
ニ
付
、
同
月
十
四
日
同
人
儀
肥

後
宇
土
之
様
引
取
申
候
、
然
処
同
月
十
七
日
ゟ
又
々
病
人
出
来
、
山
小
屋
江

差
遣
、
看
病
人
斗
付
添
養
生
仕
候
得
者
、
書
面
之
通
拾
五
人
之
内
拾
弐
人
死

失
ニ
相
成
、
漸
三
人
助
命
仕
候
儀
ニ
而
、
甚
悼
敷
事
ニ
奉
存
、
其
後
四
月
四

日
ゟ
尚
又
病
人
出
来
候
ニ
付
、
村
方
相
談
仕
、
山
小
屋
ヘ
遣
候
而
ハ
右
体
死

失
人
も
多
有
之
、
殊
ニ
段
々
跡
引
も
仕
候
事
故
、
他
国
ヘ
養
生
ニ
差
遣
度
申

之
候
ニ
付
、
則
其
後
出
来
候
分
ハ
他
国
江
差
遣
申
候
、
尤
未
罷
帰
不
申
候
ニ

付
、
此
死
失
人
且
助
命
之
人
数
并
除
船
ゟ
参
候
者
共
煩
有
無
之
儀
ハ
未
相
分

不
申
候
得
共
、
其
以
後
於
村
方
ニ
者
壱
人
も
出
来
不
仕
無
難
ニ
御
座
候
間
、

最
早
相
治
候
儀
と
奉
存
候
ニ
付
、
右
之
様
子
御
届
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　

辰
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
庄
屋
上
田
源
作

　
　
　
　

冨
岡
御
役
所

こ
の
文
書
で
は
、
①
第
一
波
…
去
冬
～
正
月
、
山
小
屋
養
生
、
宮
田
の
療
治
、
②

第
二
波
…
二
月
一
七
日
～
、
山
小
屋
・
看
病
人
養
生
、
③
第
三
波
…
四
月
四
日
～
、

他
国
養
生
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
波
の
宮
田
不
在
の
中
で
死
者
が
増

加
し
た
た
め
、
第
三
波
は
他
国
養
生
が
選
択
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
第
二
波
ま
で

詳
細
に
把
握
し
て
い
た
病
人
の
生
死
や
除
船
の
感
染
者
の
状
況
は
不
明
と
あ
る
。

結
論
と
し
て
、
そ
の
後
村
方
で
は
疱
瘡
病
人
は
発
生
せ
ず
、
流
行
は
収
束
し
た
と

判
断
し
て
い
る
。

「
御
届
申
上
御
事
」
は
小
田
床
村
の
助
合
物
資
の
受
け
取
り
と
配
当
届
と
、
つ

ぎ
の
村
方
の
丁
銭
の
届
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

御
届
申
上
御
事

　
　

一
丁
銭
百
四
貫
五
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
村

　
　
　
　
　
　

〆

右
者
段
々
御
届
申
上
候
通
、
当
村
疱
瘡
難
渋
之
者
共
江
諸
方
ゟ
為
救
方
差

出
候
品
々
配
当
仕
候
得
共
、
元
来
難
儀
者
共
数
多
ニ
而
御
座
候
ニ
付
何
分

行
届
不
申
、
已
拝
借
御
願
申
上
候
筈
ニ
御
座
候
処
、
右
体
之
御
厄
介
筋
申

上
候
儀
恐
多
奉
存
、
於
村
方
種
々
取
計
仕
漸
凌
方
為
仕
候
得
共
、
他
国
ヘ

養
生
ニ
差
遣
候
者
共
及
難
渋
候
ニ
付
、
書
面
之
銭
高
尚
又
村
方
ゟ
助
合
仕

候
、
其
外
山
入
之
節
入
用
并
山
小
屋
見
ケ
〆
入
用
之
分
ハ
、
家
別
見
懸
わ

り
ニ
仕
相
弁
候
様
夫
々
取
計
仕
候
、
依
之
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　

辰
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
庄
屋
上
田
源
作

　
　
　
　

冨
岡
御
役
所
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村
で
は
す
で
に
疱
瘡
難
渋
者
へ
郡
内
各
地
か
ら
の
救
方
物
資
を
配
当
し
た
が
、

難
渋
者
が
多
く
不
足
し
て
お
り
、
拝
借
願
も
出
し
て
い
る
。
こ
の
丁
銭
は
他
国
養

生
者
の
た
め
に
村
方
か
ら
集
め
、
山
入
や
山
小
屋
見
ケ
〆
入
用
は
村
内
で
家
割
に

す
る
な
ど
、
村
の
自
力
救
済
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
他
、「
施
薬
ニ

致
候
分
并
賢
育
老
ヘ
謝
礼
之
訳
、
書
付
差
上
候
様
被
仰
聞
、
小
川
仁
兵
衛
様
迄
御

内
分
懸
御
目
申
候
、
則
別
紙
扣
有
リ
」
と
あ
り
、
薬
代
・
医
者
へ
の
謝
礼
な
ど
の

費
用
も
ま
と
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
疱
瘡
関
連
の
支
出
と
し
て
、
疱
瘡
死
者
へ
の
供
養
・
布
施
代
が
あ
る
。

四
月
二
四
日
、
疱
瘡
死
者
の
供
養
を
、
高
浜
村
隣
峯
庵
の
海
運
和
尚
が
船
で
外
平

海
岸
へ
行
き
執
行
し
、
長
二
間
半
・
巾
五
寸
・
厚
四
寸
の
卒
都
婆
に
八
十
三
霊
の

戒
名
を
記
し
建
て
た
。
布
施
一
五
〇
匁
の
内
一
〇
〇
目
は
発
端
と
な
っ
た
慶
助
忰

か
ら
の
志
、
五
〇
匁
は
諏
訪
中
亡
者
の
家
々
か
ら
集
め
、
そ
の
他
は
村
方
が
支
出

し
た
。
供
養
に
関
し
て
発
端
と
な
っ
た
責
任
か
、
慶
助
の
忰
が
三
分
二
を
支
払
っ

て
い
る
。

文
化
四
・
五
年
の
流
行
は
、
発
端
と
な
る
慶
助
を
含
め
て
合
計
す
る
と
、
六
七

軒
、
病
人
一
八
四
人
、
死
八
一
人
（
病
人
の
内
四
四
％
）
の
被
害
と
な
っ
た
。
④

⑤
の
病
人
、
死
亡
を
五
歳
間
隔
の
年
齢
別
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
・
図
２
で
あ

る
。
年
齢
別
に
み
る
と
、
子
供
病
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
若
年
層
二
～
一
五
歳

は
二
〇
人
代
と
多
い
が
、
そ
れ
以
上
の
一
六
～
五
〇
歳
で
も
一
〇
人
代
と
一
程
度

の
病
人
が
い
る
。
特
に
三
六
～
四
〇
歳
が
前
後
の
年
齢
よ
り
低
い
の
は
、
３
―
３

で
後
述
す
る
文
化
五
年
二
月
第
二
波
の
流
行
発
端
と
な
っ
た
諏
訪
與
作
母
が
「
三

拾
四
年
已
前
疱
瘡
相
煩
」
と
あ
り
、
三
四
年
以
前
の
疱
瘡
流
行
の
既
罹
患
者
が
多

く
免
疫
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
死
亡
は
五
歳
ま
で
と
三
一
歳
以

図 2　文化 4〜 5年疱瘡流行の年齢別病人数

表 1 文化 4〜 5年疱瘡流行の年齢別病人・死亡者数
年齢 病人 割合（全体） 死亡 割合（病人内）
2～5 26 14% 13 50%
～ 10 21 11% 7 33%
～ 15 27 15% 7 26%
～ 20 16 9% 4 25%
～ 25 17 9% 8 47%
～ 30 16 9% 4 25%
～ 35 14 8% 8 57%
～ 40 7 4% 5 71%
～ 45 13 7% 7 54%
～ 50 11 6% 7 64%
～ 55 5 3% 3 60%
～ 60 5 3% 5 100%
～ 65 3 2% 1 33%
～ 70 1 1% 1 100%
～ 75 − − − −
～ 80 − − − −
～ 85 1 1% 1 100%
不詳 1 1% 0 0%
合計 184 81

「諏訪之通疱瘡病人山小屋入并除小屋入書立帳」( 檜垣文庫 252-9)、
「疱瘡病人数御届申上候小前書立帳」（上田家文書 5-279）からデー
タを抽出した。
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上
が
ほ
ぼ
五
割
を
超
え
て
お
り
、
一
方
で
少
年
・
青
年
層
の
死
亡
率
は
低
く
、
健

康
状
態
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
発
端
の
慶
助
が
五
六
歳
で
あ
り
、
同
年
代

の
親
類
や
関
係
者
が
多
く
、
周
辺
世
代
へ
感
染
が
広
が
っ
た
。

２

疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
・
個
人

２
―
１

切
込
と
遠
慮

こ
れ
ま
で
疱
瘡
関
係
文
書
で
判
明
し
た
疱
瘡
流
行
の
実
態
が
、
当
時
を
生
き
た

人
々
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
２
で
は
疱
瘡
流
行
に
よ
る
迫
・
家
・

個
人
へ
の
影
響
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
特
に
、
迫
内
の
居
住
地
で
実
施
さ
れ

る
切
込
・
遠
慮
の
実
態
、
流
行
中
心
地
で
あ
っ
た
諏
訪
迫
内
の
支
援
物
資
提
供
者

の
家
族
・
経
済
状
況
、
文
化
六
・
七
年
疱
瘡
拡
大
の
発
端
を
み
て
い
く
。
そ
し
て

こ
の
流
行
で
実
施
さ
れ
た
他
国
養
生
、特
に
養
生
先
の
状
況
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

文
化
期
、
疱
瘡
感
染
に
よ
る
隔
離
措
置
は
、
山
小
屋
・
除
小
屋
・
他
国
養
生
・

切
込
・
遠
慮
が
あ
る
。
山
小
屋
・
除
小
屋
は
１
で
み
た
よ
う
に
文
書
記
録
に
多
い

が
、
切
込
・
遠
慮
・
他
国
養
生
は
日
記
に
登
場
す
る
。
ま
ず
一
二
月
一
六
日
宜
珍

よ
り
大
庄
屋
へ
の
届
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

一
浜
中
ゟ
諏
訪
慶
助
方
へ
出
入
素
候
人
数
、
左
之
通
切
込
置
申

一
吉
衛
門
・
新
左
衛
門
・
多
助
・
才
作
・
徳
二
郎
・
善
兵
衛
・
喜
八
・
銀
左

衛
門
・
伯
英
・
宇
助
・
繁
衛
門
か
か
・
惣
左
衛
門
か
か
、
松
下
左
兵
衛
、

上
河
内
作
次
郎
・
龍
吉
・
三
祢
平
・
孫
吉
跡
す
へ
〆
十
七
人

諏
訪
中
ハ
余
迫
と
出
入
差
止
置
申
候

疱
瘡
流
行
の
発
端
と
な
っ
た
諏
訪
の
慶
助
家
へ
出
入
り
し
て
い
た
、
諏
訪
以
外

の
迫
、
浜
中
を
中
心
と
し
松
下
・
上
河
内
の
接
触
可
能
性
の
あ
る
一
七
人
が
切
込

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
諏
訪
中
は
疱
瘡
流
行
地
と
し
て
、
他
の
迫
と
の
出
入
り
が

差
し
止
め
ら
れ
、迫
全
体
が
切
込
状
態
で
あ
っ
た
。
正
月
四
日
に
も
「
諏
訪
之
通
、

此
度
切
込
候
ニ
付
」
と
あ
る
。

前
日
の
一
五
日
、
宜
珍
よ
り
大
庄
屋
へ
の
届
で
は
、
医
者
の
伯
英
は
、
以
前
、

慶
助
の
病
中
療
治
を
し
て
い
た
の
で
、
村
方
へ
の
出
入
を
遠
慮
し
て
い
る
。
慶
助

は
新
左
衛
門
の
八
田
網
の
弁
指
で
、
同
人
方
へ
出
入
し
て
い
た
浜
中
か
ら
も
悔
等

に
参
る
者
が
多
か
っ
た
と
あ
る
。
伯
英
を
含
む
浜
中
の
者
の
接
触
機
会
が
記
さ
れ

て
い
た
。

一
九
日
に
村
の
八
幡
宮
御
宝
前
で
大
江
村
の
神
主
播
磨
が
御
鬮
御
上
を
行
い
、

切
込
の
家
は
五
・
七
日
見
合
せ
て
家
か
ら
出
す
よ
う
に
、
諏
訪
中
は
御
鬮
が
上
ら

な
い
の
で
入
念
に
す
る
よ
う
神
託
が
あ
っ
た
。
実
際
に
は
一
〇
日
後
の
二
六
日
、

浜
中
・
上
河
内
・
峯
の
切
込
し
た
家
々
を
祓
、
門
明
を
し
た
。

切
込
は
門
明
と
あ
る
こ
と
か
ら
蟄
居
・
閉
門
に
近
い
措
置
、
遠
慮
は
切
込
ほ
ど

厳
し
い
も
の
で
は
な
く
、
村
方
へ
の
出
入
を
遠
慮
す
る
よ
う
に
、
当
事
者
か
ら
訪

問
す
る
こ
と
を
避
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
武
士
の
場
合
の
「
遠
慮
」
は
、

門
は
閉
じ
る
が
、
夜
中
の
目
立
た
な
い
時
の
出
入
は
許
さ
れ
、
伝
染
病
人
が
出
た

場
合
は
出
勤
、
謁
見
を
控
え
る
こ
と
で
あ
っ
た（14）
。
香
西
豊
子
氏
が
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
岩
国
で
は
「
疱
瘡
遠
慮
定
」
と
し
て
制
度
化
さ
れ
、
疱
瘡
の
穢
が
周
囲

に
及
ば
な
い
よ
う
、
家
臣
の
出
仕
停
止
や
「
疱
瘡
村
」
へ
の
退
去
を
命
じ
て
い
た（15）
。

こ
の
浜
中
他
一
七
人
の
集
団
以
外
の
切
込
は
、
①
元
向
…
伊
勢
蔵
、
②
白
木
河

内
…
豊
吉
家
内
、
③
元
向
…
弁
助
・
代
吉
・
利
吉
の
個
別
事
例
で
あ
る
。
①
一
二

一
三
九

近
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月
一
七
日
、
伊
勢
蔵
は
、
元
向
十
内
甥
で
あ
り
、
十
内
家
内
は
切
込
さ
れ
て
お
り

志
岐
・
冨
岡
方
面
へ
避
難
し
て
い
た
。
一
六
日
小
田
床
を
経
由
し
帰
村
し
た
が
狂

乱
状
態
の
た
め
、
内
野
の
勝
三
郎
宅
前
で
祓
を
し
て
い
た
人
々
か
ら
追
い
立
て
ら

れ
峯
へ
行
っ
た
が
、
内
野
の
者
か
ら
伊
勢
蔵
は
疱
瘡
病
人
な
の
で
近
づ
く
な
と
声

を
立
て
ら
れ
た
。
十
内
宅
に
帰
る
と
、
今
度
は
十
内
の
女
房
に
追
い
立
て
ら
れ
八

幡
土
手
へ
行
き
、
会
所
か
ら
人
が
出
て
山
小
屋
に
連
れ
て
行
か
れ
疱
瘡
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
早
速
伊
勢
蔵
が
通
っ
た
道
を
祓
っ
た
。

②
一
二
月
二
七
日
、
白
木
河
内
の
万
右
衛
門
忰
豊
吉
妹
の
は
る
は
、
疱
瘡
を
煩

い
白
洲
ヘ
来
た
の
で
山
入
と
な
っ
た
。
白
洲
は
、
海
か
ら
し
か
近
づ
け
な
い
山
小

屋
の
あ
る
外
平
へ
行
く
た
め
の
入
口
と
い
え
る
。
二
九
日
、
は
る
は
冨
岡
ヘ
奉
公

稼
を
し
て
お
り
、
二
四
日
昼
頃
万
右
衛
門
宅
ヘ
来
て
打
ち
伏
せ
、
そ
の
夜
多
七
が

来
て
追
い
立
て
た
と
こ
ろ
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
二
七
日
疱
瘡
出
物
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
夜
じ
か
に
入
山
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
、
豊
吉
と
多
七
を
切
込
か
除
小
屋

入
に
す
る
よ
う
白
木
河
内
中
よ
り
相
談
が
あ
っ
た
の
で
、
二
四
日
夜
か
ら
二
七
日

ま
で
の
居
所
を
十
分
調
査
す
る
よ
う
指
示
し
た
と
あ
る
。
そ
の
結
果
、
豊
吉
家
内

は
切
込
、
多
七
は
遠
慮
の
措
置
と
な
っ
た
。
疱
瘡
病
人
と
の
接
触
機
会
を
調
査
し

た
上
で
、
そ
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、
切
込
・
遠
慮
と
別
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

③
三
月
一
日
、
内
野
の
栄
七
養
母
が
疱
瘡
の
た
め
山
入
と
な
る
。
翌
二
日
元
向

の
弁
助
・
代
吉
・
利
吉
は
、
栄
七
母
が
煩
っ
て
い
る
二
月
晦
日
夜
、
酒
盛
を
し
て

い
た
た
め
切
込
と
な
っ
た
が
、
聞
き
入
れ
な
い
た
め
元
向
中
よ
り
願
い
出
が
あ
っ

た
。
村
の
年
寄
た
ち
は
切
込
し
な
い
な
ら
ば
除
小
屋
ヘ
入
れ
る
と
申
し
付
け
た
と

あ
る
。

②
は
疱
瘡
流
行
初
期
に
発
生
し
て
お
り
、
諏
訪
関
連
の
伝
染
で
は
な
く
、
冨
岡

方
面
か
ら
帰
村
後
発
症
し
て
い
る
。
諏
訪
の
疱
瘡
も
常
襲
地
帯
の
冨
岡
付
近
か
ら

伝
播
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
③
は
疱
瘡
病
人
の
家
で
の
酒
盛
に
対
す
る
措
置
で
、

切
込
し
な
い
対
象
者
へ
除
小
屋
入
も
辞
さ
な
い
と
強
硬
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

２
―
２

諏
訪
の
支
援
物
資
提
供
者
、
清
作
・
元
蔵
・
用
吉

諏
訪
が
中
心
と
な
っ
た
疱
瘡
流
行
で
あ
っ
た
が
、
諏
訪
全
体
の
一
二
二
軒
中
疱

瘡
病
人
の
い
る
家
は
三
〇
軒
、全
体
の
四
分
一
で
あ
っ
た
（
一
二
月
二
八
日
時
点
、

史
料
②
）。
そ
の
た
め
諏
訪
内
の
三
人
か
ら
も
支
援
物
資
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、

最
大
は
、
正
月
四
日
唐
芋
二
五
〇
斤
、
二
月
二
二
日
丁
銭
一
九
貫
文
を
提
供
し
た

清
作
で
あ
る
。
唐
芋
は
迫
中
か
ら
の
提
供
が
多
く
個
人
で
は
最
大
数
で
あ
り
、
丁

銭
も
個
人
で
は
清
作
以
外
は
一
貫
文
以
下
で
あ
り
、
か
な
り
の
金
額
で
あ
る
。
清

作
は
所
持
高
一
五
・
七
八
石
（
文
化
一
五
年
）
と
諏
訪
中
最
大
で
あ
り
、
文
化
四

年
当
時
五
二
歳
、
女
房
と
夫
婦
二
人
で
あ
る（16）
。
文
化
九
年
正
助
と
改
名
し
、
日

記
に
は
正
介
・
庄
介
等
と
登
場
す
る
。
文
化
七
年
一
〇
月
五
左
衛
門
弟
傳
三（
二
一

歳
）
が
傳
七
と
改
名
し
清
作
家
へ
養
子
に
入
る
。
傳
三
は
寛
政
二
年
彦
四
郎
忰
の

茂
四
郎
忰
と
し
て
登
場
し
、
寛
政
六
年
長
平
弟
順
助
の
甥
と
な
る
。
翌
年
に
は
忰

と
あ
る
こ
と
か
ら
養
子
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
文
化
一
五
年
五
左
衛
門
家
へ
戻
り
、

ま
た
正
助
夫
妻
の
み
と
な
る
。

同
じ
二
月
二
二
日
に
は
、
籾
三
俵
を
要
吉
、
籾
二
俵
を
元
蔵
が
提
供
す
る
。
要

吉
は
用
吉
・
養
吉
と
記
さ
れ
所
持
高
一
三
・
九
四
五
石
（
文
化
一
五
年
）
と
諏
訪

中
第
二
位
で
あ
り
、
文
化
四
年
当
時
五
一
歳
、
女
房
と
夫
婦
二
人
で
あ
る
。
元

蔵
は
所
持
高
五
・
四
五
八
石
（
文
化
一
五
年
）
と
諏
訪
中
三
位
、
文
化
四
年
当
時

一
四
〇
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五
五
歳
、
女
房
と
娘
四
人
、
忰
一
人
と
七
人
家
族
で
あ
る
。
実
は
、
元
蔵
と
清
作

は
兄
弟
で
あ
り
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
段
階
で
は
元
蔵
が
家
頭
、
父
甚
七
夫

婦
、
元
蔵
夫
婦
、
清
作
夫
婦
は
同
じ
家
族
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
文
化
四
年

段
階
で
清
作
は
独
立
し
家
頭
と
な
っ
て
い
る
。
元
蔵
は
文
化
七
年
死
亡
し
、
家
督

は
忰
徳
十
が
継
ぐ
が
、
徳
十
は
文
化
八
年
祖
父
の
名
を
継
ぎ
甚
七
と
な
る
。

諏
訪
の
物
資
提
供
者
三
人
は
、
諏
訪
の
中
で
所
持
石
高
上
位
三
位
ま
で
の
家
で

あ
る
が
、
迫
の
行
政
や
経
済
に
と
っ
て
も
重
立
層
で
あ
っ
た
。
疱
瘡
流
行
が
収
束

し
た
文
化
五
年
八
月
一
九
日
、
惣
村
中
寄
合
で
「
ヲ
ロ
シ
ヤ
一
件
手
当
」
が
申
し

渡
さ
れ
た
。「
ヲ
ロ
シ
ヤ
一
件
」
と
は
、文
化
元
年
レ
ザ
ノ
フ
来
航
以
降
、文
化
三
、

四
年
の
ロ
シ
ア
船
に
よ
る
蝦
夷
地
襲
撃
事
件
、
文
化
五
年
の
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件

な
ど
ロ
シ
ア
等
の
脅
威
に
対
す
る
、
九
州
の
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
異
国
船
対
策
で
あ

る
。
こ
の
手
当
の
中
で
、「
宰
領
方
ニ
召
遣
候
人
数
」
と
し
て
「
す
わ
清
作

用

吉

元
蔵

伊
作

彦
衛
門

源
吉
〆
六
人
」
の
名
が
上
が
る
。
宰
領
と
は
一
般

の
村
民
を
指
揮
監
督
可
能
な
者
を
意
味
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
、
疱
瘡
に
対
し
て

支
援
物
資
を
提
供
し
た
三
人
も
み
え
る
。
こ
の
六
名
の
多
く
は
、
翌
文
化
六
年
二

月
「
異
船
渡
来
之
節
備
手
配
并
品
々
小
前
帳
」
に
も
主
要
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。

こ
の
備
手
配
は
「
ヲ
ロ
シ
ヤ
一
件
」
関
連
の
動
員
計
画
で
村
民
を
夫
役
担
当
と
し

て
一
五
人
一
組
を
五
色
（
青
黄
赤
白
黒
）
五
旗
に
各
七
組
、
計
三
五
組
、
五
二
五

人
に
編
成
し
た（17）
。
こ
の
各
組
は
迫
別
に
編
成
さ
れ
、
各
組
は
小
頭
を
置
き
、
各

旗
に
七
組
頭
が
任
命
さ
れ
た
。
諏
訪
は
、
黒
旗
で
七
組
頭
は
用
吉
、
亀
組
…
用
吉

（
兼
任
）、
弓
組
…
弁
作
、
槍
組
…
元
蔵
、
鉄
砲
組
…
清
作
、
鑓
組
…
彦
右
衛
門
、

長
刀
組
…
伊
作
で
あ
り
、
弁
作
以
外
は
重
複
し
て
い
る
。

先
の
三
人
を
含
め
た
六
人
は
、
迫
の
指
導
的
立
場
で
あ
り
、
村
の
役
職
も
勤
め

る
。
文
化
六
年
八
月
二
八
日
の
役
替
で
、
元
蔵
は
立
会
（
百
姓
代
）
と
な
る
が
、

翌
年
正
月
八
日
死
亡
後
、
同
二
一
日
伊
作
が
元
蔵
に
代
わ
っ
て
百
姓
代
を
申
し
付

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
用
吉
は
、
寛
政
一
一
年
六
月
一
五
日
百
姓
代
、
享
和
元
年

九
月
五
日
役
替
の
際
、
五
年
限
勤
の
定
年
寄
と
な
り
、
文
化
三
年
二
月
一
六
日
八

幡
宮
拝
殿
材
木
願
の
提
出
に
は
年
寄
と
し
て
登
場
す
る
。

ま
た
、
文
化
一
三
年
閏
八
月
一
六
日
、
文
化
四
年
の
疱
瘡
流
行
で
勧
請
し
た
神

島
宮
の
祭
を
怠
っ
て
い
る
の
で
宮
を
建
立
し
た
上
で
祭
を
し
た
い
と
、
諏
訪
の
彦

右
衛
門
・
正
介
・
用
吉
他
五
人
の
年
寄
中
一
同
が
相
談
に
来
た
と
あ
る（18）
。
こ
の

年
寄
中
は
村
役
人
の
年
寄
と
は
違
い
、
迫
の
宿
老
的
な
位
置
づ
け
と
考
え
ら
れ
る

が
、
六
人
の
内
三
人
が
重
な
る（19）
。

つ
ぎ
に
、
経
済
活
動
と
し
て
文
化
一
三
年
閏
八
月
一
五
日
に
は
、
冨
岡
陣
屋
前

稲
荷
社
修
覆
の
寄
進
帳
に
、
村
の
寄
進
者
名
が
列
記
さ
れ
る
。
銀
一
〇
匁
上
田
源

太
夫
を
は
じ
め
、
上
田
家
持
船
順
幸
丸
、
問
屋
仲
右
衛
門
、
船
や
土
蔵
を
所
有
す

る
新
左
衛
門
・
善
七
な
ど
、
稲
荷
社
の
祈
願
に
関
す
る
商
売
関
係
の
人
物
が
並

ぶ（20）
。
そ
の
な
か
で
、
正
介
は
銭
二
五
匁
、
用
吉
は
銭
二
〇
匁
を
寄
進
し
て
お
り
、

同
じ
く
商
売
・
経
済
活
動
に
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

特
に
正
介
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
他
村
へ
も
銭
を
貸
し
て
い
る
記
事
が
多
い
。
文
化

一
三
年
二
月
二
七
日
亀
浦
村
庄
屋
倉
田
武
左
衛
門
が
正
介
ヘ
銭
一
五
貫
匁
の
借
用

を
依
頼
し
た
が
断
ら
れ
、
宜
珍
に
依
頼
が
来
て
い
る
。
同
年
一
二
月
二
日
に
は
今

富
村
役
座
名
で
去
冬
借
用
し
た
銭
一
〇
貫
匁
と
利
一
貫
五
〇
〇
目
を
正
介
に
支

払
っ
て
い
る
。
一
一
月
一
八
日
に
は
正
介
と
小
田
床
村
与
左
衛
門
と
の
訴
訟
で
、

元
銭
残
四
貫
匁
内
三
貫
五
〇
〇
目
を
請
け
取
り
、
一
件
が
終
わ
っ
た
と
あ
る
。

一
四
一

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
響
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元
蔵
家
と
文
化
六
・
七
年
疱
瘡
流
行

文
化
四
年
の
流
行
で
諏
訪
内
の
支
援
者
の
一
人
で
あ
っ
た
元
蔵
は
、
文
化
七
年

疱
瘡
で
亡
く
な
っ
た
。
前
年
の
文
化
六
年
一
二
月
一
一
日
忰
甚
七
が
疱
瘡
を
煩
ら

い
、
晩
に
船
で
冨
岡
へ
養
生
さ
せ
、
家
内
の
者
は
「
国
方
ヘ
引
除
キ
」
と
あ
る
。

一
六
日
、
陶
開
屋
す
や
が
一
〇
日
に
元
蔵
宅
ヘ
ま
ん
と
同
道
し
て
立
ち
寄
っ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
、
ま
ん
は
諏
訪
中
か
ら
切
込
し
た
い
と
連
絡
が
あ
り
、
す
や
も

夜
前
か
ら
切
込
と
な
っ
た
。
同
じ
く
弥
左
衛
門
も
一
〇
日
元
蔵
方
ヘ
泊
ま
っ
て
い

た
た
め
切
込
と
な
っ
た
。
文
化
四
年
に
は
疱
瘡
に
罹
患
し
な
か
っ
た
元
蔵
家
が
発

端
の
家
に
な
っ
た
。

一
九
日
甚
七
は
冨
岡
町
の
宿
へ
依
頼
し
養
生
し
て
い
る
と
風
聞
が
あ
っ
た
。

二
二
日
に
は
冨
岡
会
所
詰
の
又
七
郎
か
ら
書
状
が
届
き
、
冨
岡
町
の
疱
瘡
流
行
に

つ
い
て
「
下
タ
町
四
町
ゟ
出
来
町
迄
ハ
不
残
相
済
、
壱
町
田
ゟ
三
町
目
三
分
一
相

残
居
候
処
、
当
時
至
而
心
安
ク
正
月
中
ニ
ハ
惣
町
相
済
可
申
」
と
終
焉
見
込
み
を

知
ら
せ
て
い
る
。
甚
七
に
つ
い
て
も
、
女
房
も
煩
っ
た
が
両
人
と
も
に
心
安
く
し

て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

翌
文
化
七
年
正
月
七
日
、
元
蔵
の
弟
清
作
か
ら
明
日
冨
岡
宿
平
兵
衛
方
ヘ
、
元

蔵
家
内
が
養
生
し
て
い
る
の
で
礼
状
と
入
用
銭
の
借
り
替
え
依
頼
を
出
す
と
連
絡

が
あ
っ
た
。し
か
し
一
三
日
、元
蔵
家
内
は
全
員
疱
瘡
と
な
り
、元
蔵
夫
婦
は
死
亡
、

他
は
快
気
し
た
。
そ
の
た
め
一
五
日
元
蔵
方
の
疱
瘡
病
人
船
・
除
船
が
三
四
日
目

で
高
浜
へ
戻
り
、
一
七
日
に
は
元
蔵
宅
が
三
七
日
目
で
口
明
し
た
。
二
一
日
死
亡

し
た
元
蔵
に
代
り
伊
作
へ
百
姓
代
が
申
し
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
二
三
日
、
惣
村

中
の
初
寄
合
で
、元
蔵
家
の
疱
瘡
に
つ
い
て
、宜
珍
は
以
下
の
よ
う
に
見
解
を
示
す
。

一
旧
冬
元
蔵
家
内
疱
瘡
、
峯
に
隠
れ
居
候
六
部
療
治
ニ
て
、
血
ノ
花
ト
申
久

敷
隠
置
候
ニ
付
方
々
へ
も
散
候
様
相
成
、
去
ル
卯
冬
す
わ
慶
助
崩
之
節
も

右
六
部
風
呂
ニ
入
旁
致
候
而
大
変
出
来
候
ニ
付
、
已
来
村
方
ヘ
為
立
入
不

申
候
様
峯
ゟ
追
立
候
由
、
此
已
後
立
入
せ
候
者
有
之
節
ハ
急
度
相
咎
候
段

申
渡
ス

元
蔵
家
の
疱
瘡
は
、
峯
迫
に
隠
れ
て
い
た
六
部
か
ら
感
染
が
拡
大
し
、
文
化
四

年
の
慶
助
発
端
の
疱
瘡
流
行
も
六
部
か
ら
広
が
っ
た
の
で
、
以
後
六
部
の
入
村
を

禁
じ
る
通
達
で
あ
っ
た
。

元
蔵
家
を
継
い
だ
甚
七
は
、
文
化
一
二
年
七
月
二
四
日
、
ま
ち
に
家
を
作
る
と

い
っ
て
偽
っ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
不
埒
を
咎
め
ら
れ
、
吉
右
衛
門
が
中
入
し
内
済

案
件
と
な
っ
た
。
甚
七
は
内
済
金
銭
二
〇
〇
目
を
差
し
出
し
た
が
ま
ち
が
不
服
を

申
し
立
て
、
吉
右
衛
門
は
叔
父
で
あ
る
庄
介
（
正
助
）
を
呼
出
し
次
の
通
り
申
し

聞
か
せ
た
。
甚
七
は
不
埒
の
身
持
な
の
で
訴
え
出
る
の
は
難
し
く
銭
で
内
済
す
る

方
が
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
不
埒
で
は
甚
七
の
家
相
続
も
難
し
く
、
甚
七
と
い
う
祖

父
の
名
も
取
り
上
げ
家
督
も
庄
介
が
預
り
、
甚
七
が
改
心
す
れ
ば
引
き
渡
す
よ
う

し
っ
か
り
と
異
見
す
べ
き
と
あ
る
。
し
か
し
庄
介
も
甚
七
も
聞
き
入
れ
ず
、
八
月

六
日
内
済
し
か
け
た
が
不
調
に
終
わ
っ
た
。
一
二
日
甚
七
女
房
が
、
甚
七
は
勘
当

し
居
場
所
が
不
明
と
釈
明
し
た
が
、
実
際
に
は
異
見
し
た
際
に
逃
げ
去
っ
た
と
申

し
出
た
。
こ
の
案
件
は
冨
岡
会
所
ま
で
持
ち
込
ま
れ
、
よ
う
や
く
一
〇
月
四
日
内

済
と
な
っ
た
。
元
蔵
は
、
甚
七
を
養
子
と
し
、
そ
の
後
疱
瘡
で
死
亡
し
甚
七
が
家

頭
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
甚
七
と
い
う
名
前
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
問
題
を

起
こ
し
て
し
ま
う
。
甚
七
は
自
身
が
養
父
母
の
疱
瘡
死
亡
の
契
機
と
な
り
、
そ
の

一
四
二
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こ
と
が
影
響
し
こ
の
よ
う
な
一
件
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
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他
国
養
生
の
実
態
と
天
草
墓

こ
の
元
蔵
家
が
発
端
と
な
っ
た
文
化
六
年
の
流
行
は
、
日
別
に
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
①
報
告
…
一
二
月
一
〇
日
、
元
蔵
家
内
、
処
置
…
他
国
養
生
・

冨
岡
、
死
者
二
名
、
関
連
…
陶
開
屋
す
や
・
ま
ん
・
弥
左
衛
門
切
込
、
②
一
八
日

庵
河
内
友
蔵
忰
乙
市
六
歳
、
友
蔵
死
亡
、
他
国
養
生
・
茂
木
、
③
二
五
日
皿
山
和

右
衛
門
忰
女
房
、
浜
林
五
郎
娘
、
他
国
養
生
・
大
矢
野
・
口
之
津
、
④
二
七
日
白

木
河
内
善
吉
女
房
、山
入
出
来
ず
他
国
養
生
・
志
岐
、⑤
正
月
四
日
庵
河
内
亀
作
母
、

次
郎
蔵
忰
、
小
渕
河
磯
蔵
女
房
、
他
国
養
生
・
為
石
、
⑥
七
日
西
平
源
吉
、
死
骸
・

妻
子
他
国
養
生
・
薩
州
、
⑦
九
日
庵
河
内
縄
七
忰
、
他
国
養
生
・
冨
岡
、
⑧
一
三

日
冨
岡
三
丁
宿
平
兵
衛
忰
・
藤
吉
娘
死
亡
、
⑨
二
五
日
諏
訪
弁
作
、
他
国
養
生
で

あ
る
。
元
蔵
の
養
生
先
で
あ
る
⑧
を
含
め
る
と
九
件
、
迫
別
で
は
諏
訪
二
・
皿
山
・

庵
河
内
三
・
白
木
河
内
・
西
平
と
村
内
各
所
で
散
発
的
で
あ
る
。
こ
の
疱
瘡
は
、

日
記
に
よ
る
と
一
二
月
二
〇
日
御
領
村
一
〇
人
山
入
、
正
月
三
日
志
岐
・
冨
岡
が

旧
冬
か
ら
疱
瘡
流
行
、
一
四
日
冨
岡
疱
瘡
九
二
一
人
内
一
四
〇
人
死
亡
、
現
在
患

者
が
一
〇
人
程
残
る
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
冨
岡
を
中
心
と
し
た
流
行
で
、
正
月

中
旬
に
は
収
束
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
す
べ
て
他
国
養
生
で
あ
り
、
そ
の
場
所

は
天
草
郡
内
の
流
行
地
の
冨
岡
二
・
志
岐
・
大
矢
野
、
肥
前
の
茂
木
・
口
之
津
・

為
石
、
そ
し
て
薩
摩
と
広
範
囲
で
あ
る
。

こ
の
内
、
肥
前
国
口
之
津
の
他
国
養
生
の
一
端
が
判
明
し
た
。
口
之
津
が
あ
る

長
崎
県
南
島
原
市
に
は
「
天
草
墓
」
と
呼
ば
れ
る
墓
が
、
南
有
馬
向
小
屋
約
三
〇

基
、
菖
蒲
田
約
九
〇
基
、
口
之
津
東
約
二
〇
基
、
合
計
一
四
〇
基
程
が
現
存
し
て

い
る
と
い
う（21）
。
山
下
貞
文
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
墓
の
時
代
は
一
八
世
紀

の
文
化
～
文
久
期
、
地
名
は
鬼
池
・
御
領
・
二
江
・
大
島
子
・
上
津
浦
・
下
津
浦
・

赤
崎
・
冨
岡
・
高
浜
村
と
、
島
原
半
島
に
面
し
た
天
草
郡
北
部
沿
岸
を
中
心
に
高

浜
村
ま
で
存
在
す
る
。
天
草
墓
は
、
天
草
の
住
人
が
埋
葬
さ
れ
た
も
の
で
疱
瘡
に

よ
る
墓
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
内
の
一
基
に
は
「
文
化
九
申
年
／
諸
精
霊
追
善
之
塔
／
三
月
十
五
日
／
天

草
之
住
人
於
／
病
疱
男
女
之
墓
」
と
、
疱
瘡
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
口
之
津

の
天
草
墓
は
、
時
期
的
に
も
文
化
期
の
流
行
と
一
致
し
、
先
ほ
ど
の
③
浜
の
林
五

郎
が
他
国
養
生
に
行
き
口
之
津
に
滞
在
と
あ
る
こ
と
、ま
た
文
化
五
年
正
月
六
日
、

元
向
兵
吉
女
房
ま
す
が
疱
瘡
に
な
っ
た
際
、
兵
吉
・
母
は
口
之
津
ヘ
船
で
除
く
予

定
と
あ
る
よ
う
に
他
国
養
生
先
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
他
国
養
生
先
で
の

実
態
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
死
者
は
墓
に
葬
ら
れ
、
追
善
塔
が
作
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
文
化
五
年
の
他
国
養
生
に
は
、
村
か
ら
加
勢
銭
が
支
給
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
資
金
を
も
と
に
疱
瘡
死
者
の
墓
が
建
立
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

他
国
養
生
に
関
す
る
実
態
は
、
次
の
日
記
の
記
事
か
ら
も
判
明
す
る
。
正
月

一
九
日
の
宜
珍
か
ら
大
江
大
庄
屋
へ
の
書
状
に
、
隣
村
大
江
村
軍
浦
の
字
鯨
堂
に

疱
瘡
死
骸
が
あ
り
、
高
浜
の
疱
瘡
患
者
が
疑
わ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す
。

当
村
ゟ
ハ
万
吉
ト
申
子
ど
も
壱
人
参
候
事
ニ
付
、
右
体
軍
浦
ヘ
仕
向
候
事
ハ

決
而
有
之
間
敷
歟
ト
奉
存
候
、
是
又
妻
子
共
も
付
添
居
候
ニ
付
捨
置
候
様
成

儀
ハ
以
猶
為
致
間
敷
ト
相
考
申
候
、
庵
河
内
疱
瘡
病
人
相
果
候
ハ
六
十
才
程

之
女
ニ
て
御
ざ
候
、
其
餘
ハ
子
供
ニ
て
軽
ク
相
見
ヘ
他
国
ヘ
参
候
儀
相
違
無

御
座
候
、
是
ハ
去
ル
四
日
夜
ニ
て
御
座
候

一
四
三

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
響



書
状
に
は
他
国
養
生
の
病
人
に
は
妻
子
が
付
き
添
い
捨
て
置
く
こ
と
は
な
い
、

そ
の
他
軽
い
症
状
の
子
供
を
他
国
養
生
さ
せ
て
い
る
と
反
論
し
て
い
る
。

二
三
日
、
惣
村
中
の
初
寄
合
で
は
、「
疱
瘡
病
人
他
国
ヘ
差
遣
候
、
難
儀
者
之

分
ニ
ハ
相
応
加
勢
之
事
」と
、他
国
養
生
者
へ
の
支
援
を
伝
え
て
い
る
。二
月
七
日
、

宜
珍
か
ら
冨
岡
会
所
詰
伊
野
又
七
郎
へ
、冨
岡
町
方
の
疱
瘡
流
行
終
焉
の
連
絡
や
、

高
浜
村
の
者
が
町
方
や
肥
前
茂
木
で
養
生
し
た
際
に
世
話
に
な
っ
た
礼
状
を
送
付

し
て
い
る
。
三
月
八
日
、
六
〇
日
ほ
ど
た
っ
た
、
疱
瘡
看
病
人
、
付
添
者
五
人
が

帰
村
し
、
大
河
内
の
十
五
社
に
籠
る
と
申
し
出
た
が
、
冨
岡
を
二
月
二
四
・
五
日

頃
出
て
、
郡
中
を
回
っ
て
い
た
と
伝
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
他
国
養
生
の
実
態
と

い
え
る
。

３

疱
瘡
流
行
の
家
・
家
族
へ
の
影
響

３
―
１

宗
門
改
帳
の
家
・
家
族

つ
ぎ
に
３
で
は
、
疱
瘡
流
行
の
影
響
に
つ
い
て
、
同
時
期
の
宗
門
改
帳
を
利
用

し
家
や
家
族
の
構
成
の
変
化
か
ら
考
え
て
み
た
い（22）
。
ま
ず
宗
門
改
帳
の
史
料
概

要
、
記
載
内
容
、
改
名
、
家
頭
と
別
宅
人
、
人
の
移
動
・
家
の
更
新
な
ど
、
そ
の

特
徴
を
指
摘
す
る
。

高
浜
村
に
は
、明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
、

長
期
間
に
わ
た
る
宗
門
改
帳
が
現
存
す
る（23）
。
た
だ
し
現
存
す
る
宗
門
改
帳
は
各

年
の
一
部
で
あ
り
、
表
紙
に
「
壱
」
と
あ
る
こ
と
、
文
化
五
年
四
月
二
日
日
記
に

「
宗
門
二
番
帳
奥
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
一
、二
番
帳
が
あ
っ
た
。
時
期
に
よ
っ
て

冊
数
は
変
わ
る
が
、
文
化
二
年
天
草
崩
で
異
宗
回
信
者
が
分
冊
さ
れ
て
以
降
、
宗

門
御
改
踏
絵
帳
三
冊
（
文
化
一
四
年
三
月
二
二
日
）
と
な
り
、
内
訳
は
、
踏
絵
帳

禅
家
之
分
、
大
一
冊
、
同
真
宗
分
、
小
一
冊
、
同
異
宗
回
信
分
同
一
冊
（
文
化

一
二
年
三
月
二
四
日
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（24

）。
表
題
は
、
天
草
郡
が
文

化
一
〇
年
に
島
原
藩
預
か
ら
長
崎
代
官
支
配
と
な
っ
た
た
め
、
文
化
一
〇
年
「
酉

歳
宗
旨
御
改
影
踏
帳
」か
ら
文
化
一
一
年「
宗
門
御
改
踏
絵
帳
」に
変
更
し
て
い
る
。

ま
た
同
じ
「
壱
」
の
宗
門
改
帳
で
も
収
録
家
数
が
変
化
し
て
お
り
、
対
象
と
す

る
文
化
期
は
、
文
化
元
～
三
年
が
撮
影
画
像
一
三
八
～
一
五
一
コ
マ
な
の
に
対
し

て
、
文
化
四
年
四
〇
八
コ
マ
と
な
り
、
以
降
四
〇
〇
コ
マ
前
後
と
収
録
家
数
が
増

加
し
て
い
る（25）
。
宗
門
改
帳
に
は
庄
屋
上
田
家
を
筆
頭
と
し
、
庄
屋
家
が
所
属
す

る
迫
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
化
四
年
以
降
、
今
回
対
象
と
な
る
諏

訪
迫
の
大
部
分
が
含
ま
れ
、
疱
瘡
流
行
の
影
響
の
分
析
が
可
能
と
な
っ
た
。

記
載
事
項
は
、
家
別
に
家
頭
を
筆
頭
と
し
て
各
人
の
名
前
・
続
柄
・
年
齢
、
生

死
や
移
動
、
家
族
数
の
合
計
で
あ
る
。
文
化
期
の
内
、
文
化
一
五
年
の
宗
門
改
帳

の
み
所
持
高
が
記
載
さ
れ
る
。
文
化
一
二
年
に
は
所
持
高
記
載
が
な
く
、
文
化

一
三
・
一
四
年
は
欠
年
の
た
め
、
い
ず
れ
の
時
期
か
ら
は
じ
ま
っ
た
か
は
不
明
で

あ
る（26）
。
ま
た
特
徴
と
し
て
、男
性
の
改
名
の
多
さ
が
あ
げ
ら
れ
、文
化
九
年
に
は
、

金
作
→
金
五
郎
、
与
四
郎
→
喜
曽
五
郎
、
清
作
→
正
助
、
与
四
郎
→
繁
兵
衛
、
伊

作
→
四
郎
右
衛
門
、
亀
作
→
仁
平
、
久
太
郎
→
米
吉
、
作
平
→
佐
平
次
、
用
作
→

用
平
、
伊
作
→
喜
三
右
衛
門
、
熊
之
助
→
恵
四
郎
、
三
之
助
→
要
八
・
平
助
、
四

郎
作
→
四
郎
七
、伝
五
郞
→
佐
五
郎
の
一
四
件
の
改
名
が
あ
る
。
同
名
の
与
四
郎
、

伊
作
が
二
件
あ
り
間
違
い
を
避
け
る
た
め
に
改
名
し
た
事
例
も
あ
る
が
、
三
之
助

の
よ
う
に
二
度
改
名
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

改
名
に
関
し
て
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
二
月
の
触
に
は
、
各
村
の
宗
門
改

一
四
四
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の
際
、
村
人
の
名
前
を
呼
び
出
し
て
踏
絵
を
行
う
が
、
宗
門
改
帳
の
名
前
と
実
際

の
名
前
が
相
違
し
て
い
る
た
め
一
致
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
て
い
る（27）
。
ま
た
弘
化

四
年
（
一
八
四
七
）
六
月
の
触
で
は
、
村
か
ら
提
出
さ
れ
る
諸
願
書
・
届
書
の
名

前
や
年
齢
が
、
宗
門
改
帳
と
相
違
し
て
お
り
、
行
政
が
煩
雑
と
な
る
た
め
改
善
を

要
求
し
て
い
る（28）
。
改
名
と
宗
門
改
帳
の
名
前
の
不
一
致
の
問
題
は
、
そ
の
後
も

継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

宗
門
改
帳
と
比
較
対
象
と
す
る
疱
瘡
関
係
文
書
は
、
②
文
化
四
年
「
諏
訪
之
通

家
数
人
高
相
改
疱
瘡
病
人
仕
訳
帳
并
外
場
所
病
人
共
」
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、

先
述
し
た
と
お
り
諏
訪
全
戸
の
家
別
の
人
数
が
出
て
お
り
、
諏
訪
迫
の
確
定
が
可

能
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
文
書
で
は
家
頭
以
外
に
別
宅
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

宗
門
改
帳
は
別
宅
人
の
記
載
が
な
い
。
比
較
す
る
と
、②
諏
訪
全
体
一
二
二
軒
中
、

家
頭
八
七
軒
、
別
宅
人
三
五
軒
（
後
家
二
軒
含
）
と
記
載
さ
れ
る
が
、
文
化
四
年

宗
門
改
帳
で
は
、
家
頭
八
二
軒
（
伊
作
～
太
郎
吉
一
三
軒
、
家
頭
五
軒
分
未
確
認
）

に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宗
門
改
帳
の
家
頭
次
助
家
は
一
三
人
で
あ
る
が
、
②

の
場
合
、
家
頭
次
助
五
人
、
別
宅
人
重
太
郎
（
次
助
兄
）
三
人
、
五
八
後
家
と
め

（
次
助
姪
）
五
人
の
三
軒
に
分
割
さ
れ
て
い
る（29）
。

つ
ぎ
に
、
人
の
移
動
・
家
の
更
新
に
関
し
て
は
、
①
別
家
入
、
②
替
門
、
③
新

門
に
分
類
で
き
る
。
①
の
別
家
入
は
「
太
郎
作
ゟ
入
」「
貞
作
へ
入
」
な
ど
、婚
姻
・

養
子
な
ど
の
場
合
で
あ
る
。
②
替
門
は
、
家
頭
交
代
の
場
合
、
家
族
内
の
別
の
継

承
者
が
「
門
出
」
し
て
家
頭
と
な
る
。
③
新
門
は
家
頭
以
外
の
男
子
が
新
た
に
別

家
と
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
今
回
対
象
と
す
る
疱
瘡
の
場
合
、
家
頭
が
死
亡
し
継

承
者
が
い
る
場
合
は
替
門
、
家
頭
と
な
る
継
承
者
が
い
な
い
場
合
、
別
家
入
と
な

り
、
他
家
へ
統
合
さ
れ
る
。
こ
の
「
新
門
」
は
「
分
竃
」「
竈
分
」
と
も
呼
ば
れ

て
お
り
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
正
月
二
六
日
日
記
で
は
、「
宗
門
帳
ニ
嫡
子
・

二
男
・
三
男
・
分
家
・
分
竃
と
申
義
相
認
候
様
被
仰
付
」
と
代
官
よ
り
記
載
の
指

示
が
出
た
が
、
提
出
ま
で
日
が
な
く
来
年
以
降
の
措
置
と
な
っ
た
。
分
竃
と
は
兄

弟
を
分
け
改
め
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
天
保
五
年
二
月
の
触
に
は
、
六
七
年
以
前

に
、
竈
分
し
た
も
の
は
家
頭
を
立
て
る
よ
う
指
示
し
た
が
家
頭
を
立
て
な
い
村

が
あ
り
、
宗
門
改
や
取
り
調
べ
に
支
障
が
出
る
の
で
今
後
実
施
す
る
よ
う
指
示

が
出
て
い
る（30）
。

３
―
２

家
頭
死
亡
後
の
家
の
展
開

つ
ぎ
に
文
化
四
年
疱
瘡
流
行
で
、
家
頭
が
死
亡
し
た
場
合
の
家
の
変
化
・
展
開

に
つ
い
て
、
①
家
頭
死
亡
後
、
替
門
、
②
絶
家
と
疱
瘡
疑
惑
の
事
例
を
み
て
い
き

た
い
。
家
頭
が
死
去
し
た
家
は
、「
諏
訪
之
通
疱
瘡
病
人
山
小
屋
入
并
除
小
屋
入

書
立
帳
」、「
疱
瘡
病
人
数
御
届
申
上
候
小
前
書
立
帳
」、
文
化
四
年
の
宗
門
改
帳

の
照
合
か
ら
、
慶
助
家
を
含
め
て
一
四
軒
と
な
る
（
表
２
）。
こ
の
う
ち
、
替
門

一
〇
軒
、
別
家
入
三
軒
、
絶
家
一
軒
と
替
門
が
多
い
。
以
下
の
事
例
で
は
、
①
替

門
、
②
絶
家
、
③
④
別
家
入
と
な
る
。

①
慶
助
家
と
親
類

発
端
の
家
と
替
門

ま
ず
疱
瘡
流
行
の
発
端
と
な
っ
た
慶
助
は
、
文
化
四
年
宗
門
改
帳
で
は
「
敬

助
」
と
あ
り
五
六
歳
、
女
房
か
め
五
五
、
忰
友
五
郎
一
七
、
娘
な
つ
一
九
、
忰
此
助

二
六
、
孫
和
五
郎
三
、
娵
こ
め
二
六
歳
、
七
人
家
族
で
あ
る
。
慶
助
は
一
一
月
二
八

日
に
死
亡
し
て
お
り
、
一
二
月
一
五
日
山
入
し
た
の
は
、
女
房
か
め
を
除
く
五
人

で
、
そ
の
内
孫
和
五
郎
が
一
二
月
二
四
日
に
死
亡
し
た
。
女
房
か
め
が
一
番
近
い

一
四
五

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
響



接
触
者
と
思
わ
れ
る
が
除
小
屋
入
で
あ
り
、既
罹
患
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

慶
助
家
は
七
人
中
二
人
が
死
亡
し
、
忰
此
助
に
替
門
さ
れ
家
頭
交
代
と
な
っ
た
。

一
二
月
一
二
日
日
記
に
、
慶
助
家
に
身
近
で
立
寄
っ
た
者
一
二
軒
二
〇
人
が
打

ち
臥
せ
、
そ
の
内
四
人
が
出
物
が
あ
り
疱
瘡
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
四
人
は
平
蔵

（
慶
助
弟
）、
慶
蔵
（
同
人
甥
）、
幸
十
（
伝
助
忰
）、
伊
与
平
（
慶
助
従
弟
）
で

あ
る
。

平
蔵
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
慶
助
弟
与
五
郎
と
あ
り
、
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）
平
蔵
と
改
名
し
て
お
り
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
弥
助
娘
き
ん

の
婿
と
あ
り
夫
婦
で
あ
っ
た
。
文
化
四
年
平
蔵
四
七
、
忰
末
松
一
二
、
忰
文
次

一
二
、
娘
か
ん
八
、
女
房
き
ん
四
八
、
忰
作
十
一
五
、
娘
た
つ
一
六
歳
の
七
人
家

族
で
あ
る
。
一
二
月
一
四
日
全
員
が
山
入
し
、
そ
の
内
、
娘
か
ん
、
女
房
き
ん
が

死
亡
し
た
。

慶
蔵
は
、
慶
助
の
甥
、
文
化
四
年
敬
蔵
三
三
、
娘
み
ね
四
、
女
房
せ
ん
三
四
歳

の
三
人
家
族
で
、
一
二
月
一
五
日
全
員
が
山
入
し
、
そ
の
内
、
娘
み
ね
が
死
亡
し

た
。
二
年
後
に
は
吉
太
郎
が
生
ま
れ
て
い
る
。
幸
十
は
伝
助
忰
と
あ
り
伝
助
家
は

五
人
全
員
山
入
し
、
家
頭
伝
助
六
三
、
孫
こ
め
六
歳
の
二
人
が
死
亡
し
た
。
慶
助

従
弟
に
あ
た
る
伊
与
平
家
は
一
〇
人
中
、
伊
与
平
四
四
、
女
房
ふ
く
四
一
、
権
太

郎
一
一
歳
が
一
二
月
一
五
日
に
山
入
し
、
他
七
人
は
除
小
屋
入
と
な
り
、
伊
与
平

の
み
死
亡
し
た
。
ま
た
慶
助
弟
の
儀
七
家
は
、
女
房
さ
つ
を
除
く
、
儀
七
と
忰
娘

八
人
の
計
九
人
が
一
二
月
一
五
日
に
山
入
し
、
儀
七
四
五
歳
、
忰
三
治
一
二
、
娘

い
ぬ
一
八
、
娘
む
め
四
歳
の
四
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
慶
助
か
ら
直
接
感
染
し
た

親
類
五
家
の
内
、
慶
助
・
伊
与
平
・
儀
七
の
三
人
の
家
頭
が
死
亡
し
、
い
ず
れ
も

忰
に
替
門
し
た
。

②
福
平
家

絶
家
と
疱
瘡
疑
惑

つ
ぎ
の
福
平
家
は
、
唯
一
家
族
六
人
全
員
が
死
亡
し
絶
家
し
た
家
で
あ
る
。
山

入
の
月
日
が
ず
れ
て
お
り
、
ま
ず
一
二
月
一
七
日
娘
の
た
ま
七
、
い
わ
一
一
歳
、

そ
の
内
た
ま
は
山
入
の
日
に
死
亡
し
た
。
同
時
に
家
族
全
員
が
除
小
屋
入
し
た
。

つ
ぎ
に
福
平
四
六
歳
が
二
五
日
、
女
房
は
る
三
八
、
娘
か
ち
九
、
い
ぬ
二
歳
が
正

月
一
、二
日
と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
と
い
え
る
。
死
亡
は
、
娘
か
ち
が
正
月
五
日
、

い
ぬ
が
六
日
と
ほ
ぼ
同
時
、
福
平
が
八
日
、
い
わ
が
二
二
日
、
は
る
二
九
日
で
あ

る
。
感
染
経
路
と
し
て
、
娘
二
人
か
ら
感
染
し
、
福
平
、
女
房
と
娘
に
拡
大
し
て

い
く
様
子
が
判
明
す
る
。
福
平
に
は
、
幾
兵
衛
五
三
歳
、
宇
左
衛
門
六
一
歳
、
乙

松
四
六
歳
の
三
兄
弟
が
お
り
合
計
一
八
人
い
る
が
、他
に
疱
瘡
に
感
染
し
た
の
は
、

表 2 文化 4年疱瘡で死亡した家頭

家頭名 状況 分類

1 伊代作 死、替門伊作 替門

2 甚之丞 死、替門熊之助 替門

3 慶助 死、替門此助 替門

4 只蔵 死、替門五郎 替門

5 伝助 死、替門幸太郎 替門

6 市兵衛 死、替門三之助 替門

7 儀七 死、替門万吉 替門

8 作兵衛 死、替門祐右衛門 替門

9 七兵衛 死、替門六太 替門

10 伊代平 死伊予平、替門喜太郎 替門

11 太郎作 死、貞作へ入 別家入

12 伊代吉 死、只兵衛へ入 別家入

13 折助 死、傳三郎へ入 別家入

14 福平 死 絶家

出典：文化 4年「卯歳宗旨御改影踏帳」（上田家文書 7-23）
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宇
左
衛
門
家
三
人
の
み
で
、
無
事
に
回
復
し
て
い
る
の
で
福
平
家
の
み
の
被
害
と

い
え
る
。

こ
の
福
平
家
に
関
連
す
る
の
が
、
つ
ぎ
の
正
月
二
三
日
加
兵
衛
の
疱
瘡
疑
惑
で

あ
る
。一

諏
訪
之
通
加
兵
衛
九
十
四
才
ニ
而
五
六
日
相
煩
候
相
果
候
ニ
付
如
何
之
病

気
ニ
候
哉
源
蔵
廣
作
遣
為
見
候
処
、
老
病
ニ
而
相
果
候
と
見
請
、
少
も
心

遣
之
病
ニ
て
無
之
段
申
出
候
得
共
、
親
類
中
も
諏
訪
中
ヲ
嫌
候
而
葬
方
ニ

ハ
煩
致
候
者
共
計
遣
候
筈
ニ
候
由
申
出
候
処
、
内
野
ゟ
藤
内
丸
ヘ
葬
候
義

相
嫌
候
段
申
出
候
ニ
付
、
如
何
可
致
哉
之
段
会
所
ゟ
伺
出
候
、
諏
訪
小
崎

之
用
吉
畑
之
上
ニ
相
葬
候
様
申
付
遣
ス

　
　
　

右
之
通
申
付
候
処
、
夕
浦
墓
所
ニ
葬
候
様
、
親
類
中
も
立
会
候
段
申
出
候

　
　
　

由
、
会
所
ゟ
届
出
ル

こ
の
記
事
で
は
、
加
兵
衛
九
四
歳
が
病
名
不
明
で
死
亡
し
、
源
蔵
が
み
て
老
病

で
あ
り
疱
瘡
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
し
か
し
親
類
は
疱
瘡
流
行
中
の
諏
訪
を

嫌
っ
て
葬
式
に
は
疱
瘡
既
罹
患
者
の
み
参
加
し
、
墓
も
通
常
と
は
違
う
諏
訪
内
の

土
地
に
葬
っ
た
と
あ
る
。
加
兵
衛
は
文
化
四
年
に
は
嘉
兵
衛
、
乙
松
四
六
歳
の
父

で
あ
っ
た
。
福
平
は
六
平
と
し
て
明
和
七
年
加
兵
衛
忰
と
し
て
登
場
し
、
乙
松
の

兄
で
も
あ
っ
た
。
日
記
に
は
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
福
平
家
の
全
員
の
罹

患
、
山
入
を
み
た
親
類
な
ど
が
加
兵
衛
も
疱
瘡
な
の
で
は
な
い
か
と
疑
心
暗
鬼
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

３
―
３

女
性
と
疱
瘡

最
後
に
、
疱
瘡
の
影
響
を
受
け
た
女
性
の
実
態
を
、
③
他
家
を
転
々
と
移
動
、

④
他
家
で
再
婚
、
⑤
罹
患
二
度
目
の
母
、
別
家
記
載
の
妻
の
事
例
か
ら
み
て
い
き

た
い
。

③
太
郎
作
家

別
家
入
、
他
家
を
移
動

太
郎
作
家
は
七
人
家
族
で
あ
っ
た
が
、
家
頭
・
女
房
が
死
亡
し
、
娘
・
忰
・
姉

の
み
と
な
り
別
家
に
吸
収
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
ま
ず
太
郎
作
五
〇
歳
が
一
月
二

日
山
入
と
あ
り
、
そ
の
日
死
亡
し
て
い
る
。
家
族
五
人
も
除
小
屋
入
し
、
女
房
た

み
四
二
、
娘
お
と
四
歳
が
六
日
山
入
、
女
房
は
八
日
死
亡
、
娘
た
つ
一
二
、
娘
か

や
一
三
歳
は
一
三
日
山
入
、
一
六
日
、
二
二
日
に
死
亡
し
て
い
る
。
除
小
屋
の
ま

ま
疱
瘡
を
発
症
し
な
か
っ
た
の
は
忰
与
四
松
九
歳
で
、
姉
な
つ
五
四
歳
は
山
入
し

な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
疱
瘡
収
束
後
生
き
残
っ
た
の
は
、
お
と
、
与
四
松
、
な
つ
で
あ
っ
た

が
、
与
四
松
は
五
月
三
〇
日
に
死
亡
し
た
。
こ
の
家
は
１
―
５
で
先
述
し
た
極
難

儀
者
と
さ
れ
銭
二
五
〇
目
を
受
け
て
い
る
。
姉
な
つ
は
、
太
郎
作
の
兄
虎
平
の
女

房
で
あ
り
、
太
郎
作
も
虎
平
家
に
い
た
が
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
虎
平
死
亡

に
よ
り
太
郎
作
が
家
頭
と
な
る
。

残
さ
れ
た
お
と
・
な
つ
は
貞
作
家
へ
入
る
。
貞
作
家
は
貞
作
六
五
歳
夫
婦
二
人
、

忰
家
族
四
人
、
従
弟
五
人
に
、
お
と
・
な
つ
が
加
わ
り
一
三
人
家
族
と
な
る
。
貞

作
は
惣
作
の
弟
、
惣
作
死
亡
後
次
平
の
伯
父
と
し
て
同
家
に
い
た
が
、
寛
政
一
二

年
弟
の
庄
作
が
分
家
し
、
文
化
四
年
に
は
、
貞
作
も
分
家
し
て
お
り
、
次
平
家
も

弟
三
之
助
家
と
な
り
、
惣
作
家
は
三
家
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
お
と
・
な
つ
は

一
四
七

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
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へ
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影
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文
化
一
〇
年
ま
で
貞
作
（
貞
兵
衛
と
改
名
）
家
で
従
弟
と
し
て
記
載
さ
れ
、
文
化

一
一
年
な
つ
の
み
六
助
家
へ
移
る
。
お
と
は
翌
一
二
年
ま
で
貞
兵
衛
家
に
お
り
、

同
一
五
年
弥
五
平
が
貞
兵
衛
家
を
継
承
し
た
が
、
お
と
は
消
え
て
い
る
。
六
助
家

は
八
人
家
族
、
な
つ
は
従
弟
と
し
て
記
録
さ
れ
、
文
政
二
年
宗
門
改
帳
に
は
六
六

歳
、
病
と
あ
る
が
、
文
政
三
年
正
月
小
田
床
村
勘
吉
方
へ
引
越
し
て
い
る
。

な
つ
と
同
時
に
文
化
一
一
年
庄
吉
家
の
家
族
三
人
も
従
弟
と
し
て
六
助
家
へ
入

る
。
庄
吉
は
文
化
一
一
年
一
〇
月
二
二
日
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
娘
と
ら

三
六
、
孫
い
ち
二
〇
、
孫
し
か
六
歳
が
六
助
家
へ
移
っ
た
。
庄
吉
家
は
六
助
の
次

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
親
類
の
可
能
性
が
高
い
が
、
な
つ
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

な
つ
は
夫
虎
平
死
亡
後
、
弟
家
族
と
暮
ら
し
、
文
化
四
年
の
疱
瘡
流
行
で
弟
家
族

が
死
亡
し
、
一
人
残
っ
た
姪
と
貞
作
家
へ
移
り
、
そ
の
後
一
人
で
六
助
家
へ
移
り
、

最
後
は
村
外
の
小
田
床
村
へ
引
っ
越
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ

る
が
、
転
々
と
家
を
移
り
疱
瘡
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
一
人
と
い
え
る
。

④
安
五
郎
家

他
家
へ
再
婚

安
五
郎
家
は
家
頭
四
六
、
娘
み
つ
八
、
忰
寅
松
四
、
女
房
い
と
三
五
、
娘
た
つ

一
二
歳
の
五
人
家
族
で
あ
っ
た
が
、
全
員
一
月
一
四
日
山
入
と
な
り
、
安
五
郎
が

二
三
日
に
死
亡
し
た
。
先
述
の
極
難
儀
者
と
さ
れ
麦
一
斗
五
升
、
塩
一
斗
、
銭

二
五
〇
目
を
受
け
て
い
る
。
残
さ
れ
た
み
つ
・
寅
松
・
い
と
・
た
つ
は
、
五
郎
家

へ
移
る
。
五
郎
家
に
は
五
郎
五
四
、
従
弟
の
ふ
ゆ
一
八
、
は
る
二
一
、
乙
松
二
九

歳
の
四
人
が
お
り
、
計
八
人
と
な
る
。
し
か
し
文
化
七
年
、
ふ
ゆ
・
は
る
が
三
左

衛
門
へ
、
み
つ
・
寅
松
・
い
と
・
た
つ
が
幸
蔵
家
へ
移
り
、
乙
松
と
二
人
と
な
っ

た
。
文
化
九
年
二
月
二
八
日
乙
松
（
お
と
）
は
急
死
し
五
郎
一
人
と
な
る
。
幸
蔵

家
で
い
と
は
女
房
と
あ
る
の
で
再
婚
し
、
た
め
と
い
う
娘
も
生
ま
れ
、
文
政
三
年

ま
で
確
認
で
き
る
。

幸
蔵
は
、
明
和
七
年
権
七
の
忰
四
歳
と
し
て
登
場
、
安
永
四
年
兵
右
衛
門
家
に

移
り
甥
と
な
る
。
安
永
九
年
武
右
衛
門
家
へ
移
り
忰
と
あ
る
こ
と
か
ら
養
子
と

な
っ
た
。
寛
政
元
年
武
右
衛
門
従
弟
四
郎
右
衛
門
忰
の
甚
之
丞
家
に
義
父
武
右
衛

門
と
一
緒
に
従
弟
と
し
て
移
り
、
文
化
四
年
甚
之
丞
が
疱
瘡
で
死
亡
し
た
た
め
、

一
時
家
頭
と
な
っ
た
。
そ
し
て
文
化
五
年
甚
之
丞
家
は
用
助
が
家
頭
と
な
り
、
文

化
六
年
一
人
と
な
っ
た
が
、
翌
年
い
と
と
再
婚
し
改
名
し
幸
蔵
と
な
っ
た
。

⑤
三
五
郞
家

罹
患
二
度
目
の
母
、
別
家
記
載
の
妻

第
二
波
で
あ
る
二
月
の
流
行
は
、
一
七
日
諏
訪
の
與
作
・
妻
・
忰
が
疱
瘡
と
な

り
山
入
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
通
り
與
作
の
母
が
発
端
と
な
っ
た
。

    　
　

　
　
　
　
　

以
書
付
御
届
申
上
御
事

当
村
諏
訪
之
通
疱
瘡
先
月
中
相
治
、
療
治
方
も
相
済
候
ニ
付
、
医
師
賢
育
当

月
十
四
日
在
所
宇
土
江
為
引
取
安
心
罷
在
候
処
、
又
々
諏
訪
之
通
與
作
母
三

拾
四
年
已
前
疱
瘡
相
煩
候
ト
申
、
此
度
疱
瘡
出
来
候
家
之
番
ニ
暫
ク
参
居
、

與
作
方
江
引
取
候
上
煩
付
出
物
仕
候
得
共
、
元
来
疱
瘡
仕
候
も
の
之
事
故
、

何
之
気
付
も
無
御
座
、
近
辺
之
者
共
出
入
等
仕
罷
在
候
処
、
與
作
并
女
房
忰

も
無
程
打
臥
、
段
々
出
物
仕
候
段
申
出
候
ニ
付
、
村
方
ゟ
見
せ
ニ
遣
候
処
、

何
れ
も
疱
瘡
ニ
而
当
月
十
七
日
山
小
屋
江
差
遣
候
処
、
同
廿
日
同
人
隣
家

弐
軒
ニ
男
二
人
女
二
人
相
煩
、
同
廿
二
日
同
断
壱
軒
ニ
男
壱
人
相
煩
、
都
合

九
人
其
時
々
山
小
屋
ヘ
差
遣
申
候
、
尤
賢
育
在
所
ヘ
引
取
候
跡
之
義
故
、
最
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初
山
小
屋
為
見
ケ
〆
遣
候
徳
助
弐
番
小
屋
江
罷
在
候
を
又
々
本
小
屋
江
立
戻

リ
、
養
生
方
世
話
仕
候
様
申
付
差
遣
置
申
候
、
右
ニ
付
與
作
方
江
出
入
仕
候

近
辺
之
者
共
家
数
廿
軒
、
除
山
ヘ
差
遣
跡
用
心
之
義
精
々
入
念
取
斗
申
候
、

依
之
此
段
御
届
申
上
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　

辰
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
村
庄
屋
上
田
源
作

　
　
　
　
　
　

冨
岡
御
役
所

與
作
の
母
は
三
四
年
以
前
疱
瘡
に
罹
患
し
て
い
た
の
で
疱
瘡
で
山
入
し
て
い
る

家
の
番
に
行
っ
た
。
與
作
家
へ
帰
宅
後
、
出
物
が
で
た
が
気
に
せ
ず
に
い
る
と
、

與
作
・
女
房
・
忰
が
疱
瘡
と
な
り
山
小
屋
入
と
な
っ
た
。
二
〇
日
隣
家
も
煩
い
感

染
が
拡
大
し
た
と
あ
る
。
以
前
疱
瘡
に
罹
患
し
た
者
は
疱
瘡
に
か
か
ら
な
い
と
い

う
常
識
を
外
れ
た
感
染
で
あ
っ
た
。
與
作
は
③「
諏
訪
之
通
疱
瘡
相
煩
極
難
儀
者
」

で
は
「
与
作
三
五
郎
事
」
と
あ
り
、
三
五
郎
と
母
は
快
気
し
た
が
、
女
房
た
つ
と

忰
甚
太
郎
は
死
亡
し
た
。
三
五
郎
家
は
他
に
伯
母
と
め
七
八
、
妹
は
る
一
六
歳
が

お
り
、
六
人
家
族
中
四
人
罹
患
し
二
人
死
亡
と
な
っ
た
。
極
難
儀
者
と
さ
れ
麦
二

斗
、
塩
一
斗
、
銭
一
〇
〇
目
、
米
一
俵
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
と
き
隣
家
で
感
染
し
た
熊
之
助
家
は
、
家
頭
熊
之
助
三
五
、
女
房
ゆ
き

三
五
、
妹
さ
ん
二
三
歳
の
三
人
が
二
月
二
〇
日
山
入
し
死
亡
し
た
。
こ
の
他
、
除

小
屋
入
は
三
人
で
あ
っ
た
。
文
化
四
年
の
宗
門
改
帳
で
は
、
熊
之
助
三
五
、
母
つ

ま
五
八
、
弟
寅
松
三
三
、
妹
さ
ん
二
三
歳
の
四
人
で
あ
る
。
女
房
ゆ
き
は
確
認
で

き
な
い
が
、
寅
蔵
家
に
寅
蔵
妹
と
し
て
登
録
さ
れ
、
文
化
四
年
に
は
「
す
ハ
熊
之

助
女
房
二
月
一
九
日
山
入
」
と
貼
札
が
あ
り
、
文
化
五
年
三
月
二
日
急
死
と
記
録

さ
れ
、熊
之
助
女
房
で
間
違
い
な
い
。
女
房
ゆ
き
は
実
家
に
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

夫
熊
之
助
と
共
に
疱
瘡
に
罹
患
し
て
い
る
の
で
実
際
に
は
同
居
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。

熊
之
助
家
は
極
難
儀
者
と
さ
れ
銭
一
〇
〇
目
、
籾
二
俵
を
受
け
て
い
る
。
そ
の

後
弟
寅
松
が
家
頭
と
な
り
、
文
化
五
年
に
は
忰
安
太
郎
が
登
場
す
る
が
女
房
は
い

な
い
。
文
化
七
年
に
は
安
兵
衛
と
改
名
し
、壱
町
田
村
権
之
丞
方
か
ら
女
房
い
ろ
・

伯
母
ち
よ
が
移
っ
て
い
る
。
熊
之
助
の
女
房
は
同
居
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

宗
門
改
帳
で
は
実
家
に
登
録
さ
れ
、
寅
松
は
兄
熊
之
助
が
死
亡
後
、
家
頭
と
な
り

忰
が
生
ま
れ
た
後
女
房
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
三
章
に
わ
た
り
、
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
の
文
化
四
・
五
年
の
疱
瘡

流
行
が
村
社
会
・
地
域
に
与
え
た
影
響
と
実
態
、
特
に
迫
や
家
・
人
に
注
目
し
分

析
を
行
っ
た
。
１
で
は
疱
瘡
流
行
期
に
作
成
さ
れ
た
文
書
を
精
査
し
、
迫
全
戸
の

状
況
や
難
儀
者
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
２
で
は
切
込
・
遠
慮
・
他
国
養
生
の
対
象

と
な
っ
た
家
、
支
援
物
資
提
供
者
の
実
態
、
３
で
は
文
化
期
の
宗
門
改
帳
か
ら
疱

瘡
死
に
よ
る
家
族
の
構
成
の
変
化
・
影
響
、
特
に
家
頭
の
死
亡
と
女
性
に
焦
点
を

あ
て
て
分
析
し
た
。
そ
こ
で
判
明
し
た
二
つ
の
論
点
を
示
し
た
い
。

ま
ず
疱
瘡
罹
患
者
の
世
代
と
社
会
へ
の
影
響
で
あ
る
。
香
西
豊
子
氏
は
、
近
世

中
期
の
「
都
会
」
の
疱
瘡
は
、死
亡
率
の
低
い
小
児
の
は
や
り
病
に
押
し
と
ど
め
、

飼
い
な
ら
し
て
い
た
。
ま
た
「
都
会
」
で
は
常
に
ど
こ
か
に
罹
患
者
が
お
り
、「
辺

鄙
」
で
は
数
年
に
一
度
流
行
に
見
舞
わ
れ
、
類
型
が
登
場
し
、
各
地
で
疱
瘡
へ
の

対
処
法
を
巡
る
政
治
的
な
判
断
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る（31）
。
そ
し
て
渡
辺
理
絵
氏
は
、

事
例
の
蓄
積
が
必
要
と
し
た
上
で
、
近
世
農
村
地
域
で
疱
瘡
流
行
の
周
期
性
が
あ

一
四
九

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
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と
迫
・
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響



り
、
罹
患
者
の
大
半
は
一
〇
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（32）
。
こ
の
よ

う
に
近
世
各
地
で
ほ
ぼ
子
供
病
と
化
し
た
疱
瘡
の
社
会
へ
の
影
響
は
人
口
減
少
な

ど
で
あ
っ
た
。「
辺
鄙
」「
無
痘
地
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
天
草
郡
高
浜
村
で
は
、

一
〇
歳
以
下
は
病
人
全
体
の
二
五
％
、
二
〇
代
を
含
め
て
も
四
九
％
と
全
体
の
半

分
程
度
で
あ
る
。
半
数
を
占
め
る
三
〇
代
以
上
の
特
徴
は
、
発
端
と
な
っ
た
人
物

の
年
齢
と
世
代
交
流
の
影
響
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
世
代
に
多
い
家
頭
の
死
去
は
家

の
継
承
や
難
渋
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
奉
公
先
で
の
感
染
、
酒
宴
や
宿

泊
な
ど
接
触
機
会
の
多
様
化
・
広
範
囲
化
、
治
療
を
受
け
た
六
部
の
排
除
や
高
齢

者
死
亡
の
疱
瘡
感
染
疑
惑
の
発
生
、
養
子
が
養
父
母
を
感
染
死
さ
せ
、
そ
の
後
に

起
こ
し
た
内
済
一
件
な
ど
精
神
的
影
響
等
、
数
多
く
の
問
題
が
発
生
し
た
。
こ
れ

ら
の
問
題
は
、
様
々
な
形
で
村
社
会
へ
影
響
を
与
え
て
お
り
、
全
国
的
に
普
及
し

た
子
供
病
段
階
で
は
み
ら
れ
な
い
現
象
と
も
い
え
る
。
成
人
を
含
め
た
多
世
代
の

疱
瘡
罹
患
が
抱
え
る
問
題
は
、
様
々
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
事
例
、
特
に
は
じ
め
て

感
染
拡
大
し
た
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
と
も
比

較
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
家
族
の
構
成
の
変
化
へ
の
対
応
、
柔
軟
な
家
認
識
の
存
在
で
あ
る
。

疱
瘡
流
行
に
よ
る
家
頭
死
亡
は
一
四
軒
存
在
す
る
が
、
そ
の
内
絶
家
と
な
っ
た
の

は
一
軒
の
み
で
あ
る
。
ほ
ぼ
家
族
内
の
男
子
が
替
門
で
継
承
し
、
そ
の
他
は
別
家

入
で
他
家
へ
吸
収
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
別
家
入
し
家
頭
と
再
婚
し
家
族
を
形
成

し
た
事
例
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
疱
瘡
で
は
把
握
さ
れ
た
別
宅
人
や
罹
患
し
た
夫
婦

で
あ
っ
て
も
、
宗
門
改
帳
に
は
把
握
さ
れ
ず
、
妻
が
実
家
に
記
載
さ
れ
る
な
ど
の

史
料
間
の
把
握
の
相
違
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
す
で
に
各
地
の
事
例
で
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
平
井
晶
子
氏
は
、
宗
門
改
帳
の
記
載
形
式
に
関
し
て
、
一
八
世

紀
末
頃
、
家
族
へ
の
ま
な
ざ
し
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
広
範
囲
に
「
家
」
的
家
族
観

が
一
般
化
し
た
と
指
摘
し
て
い
る（33）
。
高
浜
村
に
お
け
る
、
こ
の
柔
軟
な
家
認
識

は
、
家
の
統
合
・
分
離
・
吸
収
を
行
い
絶
家
を
回
避
し
、
全
体
的
に
各
家
の
存
続

と
村
の
人
口
維
持
に
寄
与
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
家
頭
を
失
っ
た
家
に
対
し

て
、難
渋
者
と
認
定
し
経
済
的
な
支
援
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

前
稿
で
は
村
、
本
稿
で
は
村
内
の
迫
や
家
・
人
に
焦
点
を
あ
て
て
分
析
し
た
。

今
後
は
、
疱
瘡
が
近
隣
の
村
や
郡
内
の
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
分
析

し
た
い
。

追
記

上
田
家
文
書
の
閲
覧
に
際
し
て
上
田
陶
石
合
資
会
社
、
岩
下
邦
明
所
長
、

田
中
光
德
氏
に
は
御
高
配
を
賜
っ
た
。南
島
原
市
に
お
け
る
天
草
墓
に
関
し
て
は
、

山
下
貞
文
氏
に
貴
重
な
情
報
を
提
供
い
た
だ
い
た
。
ま
た
宗
門
改
帳
の
記
載
事
項

に
関
し
て
は
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
社
会
の
人
口
・
家
族
構
造
比
較
史
研
究
」（
研
究
代

表
者
速
水
融
、
一
九
九
五
～
一
九
九
九
年
）、
麗
澤
大
学
「
麗
澤
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」

の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
稿
は
、

二
〇
二
〇
年
度
日
本
学
術
振
興
会
…
課
題
設
定
に
よ
る
先
導
的
人
文
学
・
社
会
科

学
研
究
推
進
事
業
（
領
域
開
拓
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
研
究
テ
ー
マ
公
募
型
））「
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
歴
史
研
究
に
基
づ
い
た
ポ
ス
ト
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
社
会
・
環
境
理
論
の

構
築
」（
研
究
代
表
者
藤
原
辰
史
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
日
受
理
）

（
ひ
が
し

の
ぼ
る

文
学
部
准
教
授
）

一
五
〇
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（1）
上
田
家
文
書
は
、
庄
屋
家
の
子
孫
に
あ
た
る
上
田
陶
石
合
資
会
社
（
熊
本
県
天

草
市
）
が
所
蔵
す
る
。
な
お
文
書
目
録
は
天
草
町
教
育
委
員
会
編
『
天
草
町
上
田

家
文
書
目
録
』（
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
以
下
上
田
家
文
書
を
引
用
す
る
場
合

に
は
文
書
番
号
を
記
す
。

（2）
香
西
豊
子
『
種
痘
と
い
う
〈
衛
生
〉
近
世
日
本
に
お
け
る
予
防
接
種
の
歴
史
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
、
一
三
〇
～
一
三
三
頁
。

（3）
青
木
歳
幸
・
大
島
明
秀
・Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
『
天
然
痘
と
の
闘
い
九
州
の
種
痘
』

岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
二
六
三
～
二
七
二
頁
。

（4）
渡
辺
理
絵
「
近
世
農
村
社
会
に
お
け
る
天
然
痘
の
伝
播
過
程
―
出
羽
国
中
津
川

郷
を
事
例
と
し
て
―
」『
地
理
学
評
論
』
八
三
巻
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二
四
八

～
二
六
九
頁
。

（5）
川
口
洋
「
牛
痘
種
痘
法
導
入
期
の
武
蔵
国
多
摩
郡
に
お
け
る
疱
瘡
に
お
け
る
疾

病
災
害
」『
歴
史
地
理
学
』
四
三
―
一
、二
〇
〇
一
年
、
四
七
～
六
四
頁
。

（6）
東
昇
「
近
世
肥
後
国
天
草
に
お
け
る
疱
瘡
対
策
―
山
小
屋
と
他
国
養
生
―
」

『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告(

人
文
・
社
会
）』
六
一
、二
〇
〇
九
年
、
一
四
三
～

一
六
〇
頁
、
改
稿
「
村
の
疱
瘡
対
策
と
地
域
情
報
の
記
録
」
同
『
近
世
の
村
と
地

域
情
報
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
。

（7）
東
昇
「
近
世
村
落
行
政
に
お
け
る
地
域
情
報
と
庄
屋
日
記
―
肥
後
国
天
草
郡
高

浜
村
上
田
家
を
事
例
に
―
」
松
原
弘
宣
・
水
本
邦
彦
編
『
日
本
史
に
お
け
る
情
報

伝
達
』
創
風
社
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
一
八
八
～
二
二
三
頁
、
改
稿
「
地
域
情
報

の
記
録
と
情
報
化
―
日
記
・
文
書
」『
近
世
の
村
と
地
域
情
報
』。

（8）Satoshi M
urayam

a, Noboru Higashi Seashore Villages in A
m

akusa

…

Takaham
a and Sakitsu. A

 Com
parative Study of Population Registers 

and Disaster M
anagem

ent in 19th Century, Kyushu, Japan.
 the Populazione e Storia, No.1/2012

（9）
元
・
中
向
・
宮
ノ
前
（
以
上
「
浜
」
と
称
す
）・
峯
・
松
下
・
諏
訪
・
内
野
・

庵
河
内
・
皿
山
・
大
河
内
・
白
木
河
内
・
上
河
内
・
大
野
・
西
平
で
あ
る
（
上
田

家
文
書
七
―
一
〇
四
、
慶
応
二
年
三
月
「
五
人
組
合
家
別
帳
」）。

（10）
上
田
家
文
書
四
―
三
「
高
浜
村
明
細
帳
」。

（11）
所
蔵
別
に
上
田
家
文
書
（
上
田
陶
石
合
資
会
社
所
蔵
）
五
―
二
七
八
①
、

二
七
九
⑤
、
二
八
〇
③
、
檜
垣
文
庫
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
記
録
資
料
館
所
蔵
）

二
五
二
―
八
②
、
九
④
。

（12）
『
天
草
郡
高
浜
村
庄
屋

上
田
宜
珍
日
記
』
寛
政
五
～
文
化
一
五
年
、
全
二
〇

巻
、
天
草
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
～
一
九
九
八
年
。
本
文
中
に
記
載
の
な
い

年
月
日
史
料
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
上
田
宜
珍
日
記
で
あ
り
、
各
年
の
該
当
月
日

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（13）
上
田
家
文
書
七
―
二
三
、
文
化
四
年
「
卯
歳
宗
旨
御
改
影
踏
帳
」。

（14）
「
遠
慮
」『
日
本
国
語
大
辞
典
』、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
。

（15）
前
掲
、
香
西
豊
子
『
種
痘
と
い
う
〈
衛
生
〉
近
世
日
本
に
お
け
る
予
防
接
種

の
歴
史
』
一
二
〇
～
一
二
三
頁
。

（16）
文
化
一
五
年
「
宗
門
御
改
踏
絵
帳
」（
上
田
家
文
書
七
―
三
二
）。

（17）
前
掲
、
東
昇
『
近
世
の
村
と
地
域
情
報
』
二
三
五
頁
。

（18）
前
掲
、
東
昇
『
近
世
の
村
と
地
域
情
報
』
一
九
三
頁
。

（19）
前
掲
、
東
昇
『
近
世
の
村
と
地
域
情
報
』
一
〇
九
頁
。

（20）
東
昇
「
肥
後
国
天
草
に
お
け
る
人
・
物
の
移
動
―
旅
人
改
帳
・
往
来
請
負
帳
の

分
析
―
」『
日
本
研
究
』
二
八
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、

一
五
一

近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
響



二
九
九
～
三
二
二
頁
。

（21）
調
査
・
銘
文
・
写
真
な
ど
は
、
山
下
貞
文
氏
（
南
島
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
）
の
提
供
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
追
善
・
供
養
塔
は
同
時
期
の
天
草
で
も
確

認
で
き
る
。上
田
家
の
庄
屋
日
記
に
よ
る
と
高
浜
村
で
は
、寛
政
四
年（
一
七
九
二
）

四
月
～
五
月
に
島
原
大
変
の
流
死
人
が
数
多
く
流
れ
着
き
戒
名
を
つ
け
て
埋
葬
し

た
。
翌
五
年
四
月
朔
日
に
一
回
忌
の
供
養
を
開
始
し
、
同
九
年
五
月
一
五
日
村
寄

合
で
庄
屋
上
田
宜
珍
は
、「
嶋
原
大
変
ニ
付
、流
死
人
来
午
年
七
年
忌
ニ
相
当
候
間
、

当
年
中
石
塔
建
置
申
度
」
と
、
七
回
忌
に
向
け
て
石
塔
建
立
に
つ
い
て
計
画
を
披

露
し
た
。
翌
一
〇
年
、
流
死
人
を
供
養
し
た
海
会
塔
が
建
立
さ
れ
、
村
の
隣
峰
庵

住
持
に
よ
り
供
養
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
四
月
朔
日
に
は

三
三
回
忌
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
長
期
に
わ
た
る
。
対
岸
の
地
域
で
非
業
の
死
者
を

供
養
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

（22）
な
お
宗
門
改
帳
の
記
載
デ
ー
タ
は
、
旧
文
部
省
創
成
的
基
礎
研
究
費
「
ユ
ー
ラ

シ
ア
社
会
の
人
口
・
家
族
構
造
比
較
史
研
究(

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト)

」（
研

究
代
表
者
速
水
融
、
一
九
九
五
～
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
て
い
る
。
本
デ
ー
タ
は
現
在
、
麗
澤
大
学
「
麗
澤
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
所
蔵
で
あ

る
。
こ
の
デ
ー
タ
と
原
本
画
像
を
照
合
し
て
利
用
し
た
。

（23）
上
田
家
文
書
七
―
一
～
七
五
。

（24）
東
昇
「
文
化
二
年
「
天
草
崩
れ
」
と
宗
門
改
帳
―
肥
後
国
天
草
郡
崎
津
村
文
書

を
中
心
に
―
」『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
（
人
文
・
社
会
）』
六
〇
、二
〇
〇
八
年
、

六
九
～
八
四
頁
。

（25）
上
田
家
文
書
七
―
二
〇
～
三
二
。

（26）
崎
津
村
の
文
化
一
四
年
「
異
宗
回
信
之
者
絵
踏
帳
」（
崎
津
村
文
書
二
五
、九
州

大
学
附
属
図
書
館
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
）
に
も
石
高
記
載
は

な
い
。

（27）
本
渡
市
教
育
委
員
会
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書

御
用
触
写
帳
』
四
、

一
九
九
九
年
、
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
。

（28）
本
渡
市
教
育
委
員
会
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書

御
用
触
写
帳
』
五
、

二
〇
〇
〇
年
、
一
一
四
頁
。

（29）
高
浜
村
の
宗
門
改
帳
に
お
け
る
家
族
の
把
握
の
変
化
に
つ
い
て
、
村
山
聡
氏
は

文
化
二
年
天
草
崩
れ
の
取
調
が
契
機
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
村
山
聡
「
海

の
支
配
と
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
落
合
恵
美
子
編
著
『
徳
川
日
本
の
家
族
と
地
域
性

―
歴
史
人
口
学
と
の
対
話
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
二
一
七
～

二
四
一
頁
）。

（30）
本
渡
市
教
育
委
員
会
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書

御
用
触
写
帳
』
四
、

二
〇
七
～
二
〇
八
頁
。

（31）
前
掲
、
香
西
豊
子
『
種
痘
と
い
う
〈
衛
生
〉
近
世
日
本
に
お
け
る
予
防
接
種

の
歴
史
』
九
四
頁
、
一
三
八
、一
三
九
頁
。

（32）
前
掲
、
渡
辺
理
絵
「
近
世
農
村
社
会
に
お
け
る
天
然
痘
の
伝
播
過
程
―
出
羽
国

中
津
川
郷
を
事
例
と
し
て
―
」
二
六
四
頁
。

（33）
平
井
晶
子
「
宗
門
人
別
改
帳
の
記
載
形
式
―
記
載
さ
れ
た
家
族
を
読
む
―
」
前

掲
、
落
合
恵
美
子
編
著
『
徳
川
日
本
の
家
族
と
地
域
性
―
歴
史
人
口
学
と
の
対
話

―
』
四
五
二
頁
。
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